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表と裏の顔












　あと数日で二月を迎える冬の陽は儚い。私、日比谷ひびや沙莉さりが勤める千堂せんどう商事営業部の三階から見える景色は、十六時を過ぎたばかりだというのに薄闇に溶け始めている。

　金曜日の今日は寄りたいところがある。定時で上がろうと昼休み返上でひたすらパソコンモニターと向き合って作業を続けていると、数メートル先で突然わっと歓声が沸き起こった。

　驚いて顔を上げ、同じフロアの一角を見つめる。輪の中心にいる人物の顔はみんなから頭ひとつ分上にあり、穏やかな笑みを浮かべていた。

「さすがです浅染あさぞめさん！」

「ここ何回足を運んでも、絶対に受けてくれなかったのに」

　断片的に聞こえる会話から察するに、どうやら営業部のエースである浅染久高ひさたかさんが難しい新規の顧客を取ってきたようだ。

　となると、これから忙しくなる。今のうちにできることを少しでも片付けておかないと。

　まだ三十歳と若いのに次から次へと大型案件を獲得してきて、本当にすごいと思う。それに比べて私は二十七歳にしていまだ契約社員。

　普段あまり考えないようにしているけれど、こういうふとした瞬間に劣等感に苛まれる。

　業界大手の総合商社、千堂商事の営業アシスタントである私の仕事は担当が必要な書類作成と、電話と来客の対応だ。他にも稀ではあるが営業担当と一緒に打ち合わせに出席したり、重役の秘書業務などの通常業務以外のヘルプに回ったりと、アシスタント業務の範疇を超える時もある。

　様々な業務を依頼されるためとても忙しいけれど、私はここでの仕事がすごく好きだ。……そう、大好きなのだ。

　大学での就職活動で、新卒なのに契約社員になるのはもったいないと両親に言われたし、それは私も考えた。

　正社員採用している専門商社の面接も受けたし、内定も貰った。

　それでも雇用形態よりも千堂商事で働くことを優先したのは、規模の大きさに強みがあり、国内市場はもちろん海外市場でも大きな事業規模を持って展開しているので、取り組む仕事のスケールの大きさにやりがいを感じられるからだ。

　そう納得して入社したはずの私が今さらながら塞ぎこむようになったのは、昨年から新卒での正社員募集が始まったのがきっかけだ。

　数年前の世代も正社員の募集があったそうだし、タイミングが悪かったとしか言いようがない。そう頭では分かっているけれど、心の整理は簡単にできないのだ。千堂商事で働くことに誇りを持っているからこそ余計に。

　意識を戻し、再び作業に取りかかったところで向かいの席に座る同僚、真野まのさんのスマートフォンが鳴った。

　四つ上の彼女は同じアシスタントという立場と、比較的年齢が近いのでプライベートの話をするくらいには仲がいい。

「え……」と呟いて表情をなくした真野さんが電話に出る様子から、この先の展開が容易に想像できてしまう。

　真野さんには四歳の子どもがいて、体調が優れないからすぐに迎えに来てほしいと保育園から連絡が度々入るのだ。

「三十八度ですか……朝は元気だったのに。あの、もう少しで仕事が終わるので……はい、すみません。お願いします」

　だんだん尻すぼみになっていく真野さんの声は、聴いていて胸が苦しくなる。

　福利厚生はしっかりしているし社員に優しい会社だと思う。しかしとにかく激務なため、忙しさで苛々している人間は一定数いて、突発的な欠勤や早退遅刻に対して厳しい反応を示す者もいるのが現状だ。

　通話を終えて暗い顔をしている真野さんに正面から声をかける。

「お子さん、風邪ですか？　三十八度は可哀想ですね」

　真野さんはまだ気持ちの切り替えができていなかったようで、分かりやすくあたふたしながら私に説明をする。

「今のところ症状が熱だけみたいで、風邪なのか分からないの。変なウイルスじゃないといいんだけど……」

　私も小さい頃は身体が弱くすぐ体調を崩していたので、苦しくて辛い気持ちや、仕事を休まざるを得なかった母の苦労を知っている。

「私が引き継ぐので、帰ってもらって大丈夫ですよ」

　真野さんは目を丸くしたまま固まった。

　周りに気を使う性格の真野さんなので、やや強引に促した方がいいと思ったからなのだけれど、ちょっと上から目線な口調だったかもしれない。

　言い直そうと口を開いたところで、真野さんが困惑気味に目を泳がせた。

「でも日比谷さんの資料って、今日までだったよね？」

「終わりましたよ」

　今やっているのは来週の火曜日に必要な書類で、余裕をもって今週末までに仕上げておきたかっただけだ。

「え！　はや！」

　わりと大きめな声に、両隣に座る同僚たちが顔を上げたり、ビクッと肩を揺らしたりした。それでもタイピングを止めないあたり、みんな納期に追われているのだろう。

「引き継ぎますね」

　少しでも肩の荷を下ろしてもらいたかったのできっぱり言い切ると、真野さんは唇をきゅっと結んで感情を押し込める仕草をした。

　先月は子どもがインフルエンザにかかって一週間近く休んでいたし、いろいろと抱えていて大変なのかもしれない。

「ありがとう、日比谷さん」

「いえいえ。困った時はお互いさまです」

「日比谷さんになにかあった時は、私が絶対にフォローするね！」

　力強く宣言してくれるのが嬉しい。真野さんなら本当に助けてくれるだろうし心強いな。

　大急ぎで退社していった真野さんから受け取ったファイルを開いてデータを確認すると、もうほとんど終わっていた。

　これなら予定通り定時で上がれそう。自分の作業を前倒しでやっておいてよかった。

　ふう、と肩の力を抜いて、デスクの引き出しに入れてある一粒チョコレートを口に放り込む。

　息抜きしたいタイミングや集中力が途切れた際、手軽に食べられるようにとチョコレートか飴をストックしている。栄養補助食品などを忍ばせて残業時間につまんでいる人もいて、その辺りはけっこう自由だ。

　もう一粒食べようと包装を剥がしていると、背後から「サリーちゃん」と呼ばれて振り向く。

　爽やかな塩顔に満面の笑みをたたえて、営業の平たいらさんが立っていた。手にはクリアファイルがある。

　エースである浅染さんと同期の彼もまたコミュニケーション力と企画力に長けていて、営業部になくてはならない存在だが、事務作業がとても苦手でこうして私に仕事を頼みにくることが多々ある。

　平さんが呼び始めたのをきっかけに、一部の人たちの間で〝サリーちゃん〟の愛称が広まっている。ちなみにサリーちゃんという呼び名は、某アニメの名前にちなんでいるそうだ。

「これ、お願いできないかな」

　予想を裏切らない発言に苦笑する。

「どう頑張っても間に合わせられなくて、もうサリーちゃんに助けてもらうしか、切り抜ける方法が見つからないんだ」

　さすが数々の営業をしてきているだけあって泣き落としが上手い。

　平さんのアシスタントは勤続十五年超えの仕事ができる人だけれど、彼がなんでも丸投げするのでいつもいっぱいいっぱいなのだ。

「ちなみに月曜日の夕方までに、先方に送りたい」

　いたずらがバレた子供のような顔をされてもさすがに笑って流せない。

「見させてもらっていいですか」

　無責任に引き受けるわけにはいかないので念のために確認すると、契約書の作成業務だった。これを最優先すれば間に合うけれど、こんな大切なものを今の今まで放っておいたなんてマイペースすぎる。

　思わずこぼした溜め息交じりの呻き声に、平さんが眉尻を下げて捨てられた子犬のような顔をする。平さんのファンが社内にたくさんいると噂で聞くが、こういうころころ表情が変わるところを可愛いと思ったりするのだろうか。

「今回は引き受けますけど、なるべく早めの処理を心掛けた方がいいと私は思います」

「そうだよね。いつもありがとう」

　心の底から反省している反応を見せたあと、平さんは両手を胸の前で合わせ、「それじゃあよろしく！」と言って席に戻っていった。

　受け取ったクリアファイルを手にしながら、デスクのあちこちに貼った付箋と、山積みになった資料やマニュアルファイルを見回す。

　残念ながら私はそこまで頭や要領がいいわけではない。物覚えが悪いのでメモを取りまくって何度も見返しているし、苦手とする分野を効率よく対処できるよう手順をまとめておいたり、過去の資料を読み込んで能力向上を図ったりしている。

　努力でカバーしているだけなのにどうしてだか周りは気づいていないようで、どんどん仕事を任せてくるんだよね。

　頼ってもらえるのは努力が実っているようで単純に嬉しいし、自分はこの会社に必要なのだと感じさせてくれるとはいえ、たまに責務に押し潰されそうになる瞬間がある。

　……さあ、頑張らないと。

　ふたつめのチョコレートを口に含んで、背筋を伸ばしてモニターと向き合った。






　真野さんの仕事は定時までに仕上げることができたが、平さんの契約書を来週に持ち越すのは不安が残ったため、結局すべて終わらせてから退社した。

　疲労感は半端ないけれど、これで週明けからは自分の仕事に集中できるし、精神的な負担はなくなる。

　二十時を過ぎた夜の空気は、露わになっている肌を刺すような冷たさだ。

　会社から四駅離れた場所にある、脇道を入った路地に佇む隠れ家『ｗｉｎｅワイン　ｂａｒバー　ｂｅｌｌベル』に辿り着く。寒さから一刻も早く逃れようとドアを開けると、店名にちなんだ真鍮のドアベルが控えめな音を鳴らし、優しく出迎えてくれた。

　週に一、二回の頻度で利用するようになってもう二年になり、三十四歳のイケメンマスターともすっかり仲良くなった。

　コートとマフラーと手袋を脱いで、ドアから一番近い右側のカウンターに腰掛ける。

「マスターこんばんは。辛口で、胸がスッとするようなスパークリングワインが飲みたい」

　身体の芯はさらに冷えるだろうけれど、それでも鬱屈した心を晴らすために刺激が強いものがいい。

　グラスを磨いていたマスターが「了解」と短く返事をする。

　ダウンライトで照らされた店内に流れるジャズピアノの音色が、疲れた心を優しく撫でるように癒やしてくれる。アンティーク調のインテリアにはマスターのこだわりがぎゅっと詰められており、視覚も満たされて幸せだ。

　お酒が好きだからバーに通っているのもあるが、それ以上に日常では味わえない空間に自身を溶け込ませることで現実逃避しているところもある。

　やっぱり落ち着くなぁ。

　ひっそりとしている平日の夜と違って、週末の金曜日であるということもあり店内は活気に満ちている。

　七席あるカウンターには私以外にひとり客が三人座っていて、ふたつある四人掛けテーブルの片方はビジネススーツを着た四人組の男性客、もう一方には男女ふたりの姿がある。

　閉店時間は深夜一時なので私がいる間は賑やかなままだろう。

「沙莉ちゃん、どうぞ」

　マスターからグラスを受け取りながら尋ねる。

「ありがとう。あと、チーズ系のおつまみが欲しいんだけど、なにかある？」

「お任せでいい？」

「うん」

　私の返事を聞いてマスターはすぐ調理に取りかかった。

　料理を待っている間スパークリングワインを味わっていると、不意に「はあ？」と、男性の地を這うような声が鼓膜を震わせた。

　驚いて思わず後ろを振り返る。四人組は先ほどと変わらず話に花を咲かせていて楽しそうだが、男女ふたりのテーブル席は不穏な空気が漂っていた。

　私の位置から女性の顔は見えるけれど、男性は背を向ける形になっている。黒色ロングヘアの女性は目鼻立ちがくっきりした正統派美人で、スタイルがよく背も高そうだ。

「本気か？」

「……うん。本当にごめん」

　男性の言葉に女性は申し訳なさそうな表情を浮かべて返事をする。

「許すって言ってるのに？」

「許してもらっても、私、彼を好きになっちゃったの」

　これは、別れ話かな。

　さすがに不躾な視線を送り続けるわけにはいかないので顔を正面に戻す。けれど真後ろにいるふたりのやり取りは、聞き耳を立てていなくても私のところにまで届く。

「八年も付き合っていた俺より、そいつを選ぶのか」

　八年ってすごい。仲のいい友人でも環境が変われば自然と疎遠になったりするのに。

　私は幼馴染への片想いを長年拗らせていたのもあって、交際経験は一度しかない。しかも半年ほどしか続かず破局しており、短期間しか異性と一緒にいられなかった自分は恋愛に不向きなのだと感じている。

　だから八年という月日の重みに、驚きと尊敬の念を抱かずにはいられない。

「分かった。別れよう」

　男女の間に長い時間落ちていた重苦しい沈黙を破ったのは、男性の潔い決断の言葉だった。

「ありがとう。助かる」

　そして清々しい声音であっさり終わらそうとする女性の開き直りに唖然とする。

　助かるって……。

「あたり前だけど今日は送らないよ。自分の足で帰って。あと、荷物は宅配便で送る。そっちの部屋にあるものも送って」

「分かった。今までありがとう。元気でね」

　私はまったく関係ない立場なのに、女性の言動に胸の奥がモヤモヤして息苦しくなる。

　ヒール音を響かせながら女性がドアの向こうに消えると、これまで耳に入ってこなかったジャズピアノのＢＧＭが急に鮮明に聞こえた。

　断片的なワードから察するに、おそらく女性が浮気をしたのだろう。許すとまで言ったのに、それでも振られるなんて辛いだろうな。

　勝手に男性の感情を想像して気分が落ち込んでしまう。そこへマスターがコトンッと音を立ててテーブルに皿を置いた。チーズと明太子を包んだ卵焼きがのっていて、すぐに手を伸ばして自分の前に移動させる。

「いい匂い」

「沙莉ちゃんもうなくなりそうだね。おかわりする？」

　マスターが空になりかけているグラスを見てクスクスと声を立てて笑う。

「この料理に合いそうなものがいいな。あと……」

　言葉を区切って、後ろをチラリと盗み見る。男性はテーブルに両肘をついて、組んだ手に額をのせて項垂れていた。

「あの男性になにか飲み物をっていうのは、微妙？」

　声を潜めて尋ねるとマスターは眉尻を下げて困り顔を作る。

「そうだなあ。顔見知りだったらいいかもしれないけど。見ず知らずの人にご馳走されたら、向こうはお礼を伝えないといけなくなるし、気を使うよね」

「そっか」

　説明を受けて納得する。

「じゃあやめておく。私の分だけお願い」

「沙莉ちゃんは優しいね」

　マスターは柔らかい笑みを浮かべて、重たそうなボトルワインを手にした。

　優しいっていうのは、あの男性のような人を指すのではないだろうか。

　交際相手に裏切られて傷ついているはずなのに、彼が放つ言葉の節々から女性への思い遣りが感じられた。

「どうぞ。赤ワインも合うけど、卵焼きがしっかりした味つけだから白ワインね」

「わー、美味しそう」

　新しく注いでもらった白ワインを口にして、熱々の卵焼きに息を吹きかけながら食べる。

　猫舌なので咀嚼に時間がかかり、まだ三分の一しか食べていないのに、気づいたら白ワインはあとひと口しか残っていない。

「マスター」

　呼ばれてこちらに顔を向けたマスターはグラスを見やって、すぐに苦笑いをこぼした。

「今日は長丁場？　だとしたら度数低めのやつ出すけど？」

　言われてスマートフォンの画面を光らせて時間を確認すると、来てからまだ三十分しか経っていなかった。

　この短時間でワイン三杯目はペースが早いかな。

「じゃあ低めで、赤のフルボディがいいな」

「滅茶苦茶な注文だな。フルボディは濃厚だからアルコール度数が高いんだよ」

　声を出して笑うマスターに口を尖らせる。

「それならフルボディで最後にする。重たいから、ちびちび飲めるし」

「たぶん最後にならないと思うけど」

　だよね……と心の中で返事をして、残りの白ワインを煽った。

　いい感じに酔いが回ってきたなぁと、目を瞑って大きな深呼吸をする。

　脳がくらくらと揺れる心地いい感覚を味わっていると、「こっちで飲んでいい？」と、すぐそばで声がした。

　瞼を押し上げると、席ひとつ挟んだところにすらりとした体型の男性の姿があり、反射的にテーブル席へ視線を移す。

　もぬけの殻になった席を見て男性が移動したのだと理解した。それから改めて男性の横顔を見て驚愕し、頭の中が真っ白になって呼吸するのも忘れる。

　私の熱視線を感じ取ったのか、不意に男性がこちらに顔を向ける。視線が絡み合い、息苦しくなって深い深呼吸をした。

　世間一般でアイドル顔と呼ばれる類の、美形で中性っぽい顔立ちからは甘い雰囲気が漂っている。

　そんな魅力を持つこのイケメンは、間違いなく私が勤める会社『千堂商事』営業部の浅染久高さんだ。

　百五十四センチの私と約三十センチの差がある、百八十センチを超える高身長の彼がこうしてバーのカウンター席に浅めに座っている姿は、まるでファッション雑誌のモデルのよう。
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　浅染さんも驚いた様子で目を丸くしていた。

「日比谷さんだよね？」

　会社で毎日のように顔を合わせているけれど、社外で会うのはこれが初めて。

「はい。こんばんは」

　浅染さんは「こんばんは」と返しつつ、決まり悪そうにこめかみを指で掻いた。

「もしかして全部見られていた？」

「すみません」

　居たたまれない思いで目を逸らす。

「いや。こちらこそ、気を使わせて悪かった」

「そういうのは、全然ないです」

　瞬時に答えたけれど、正面で笑いを噛みしめているマスターが目に映り、気恥ずかしくなって顔を俯かせた。

　彼に同情してワインをご馳走しようとしていた私が、気にしていない素振りをしたのがおかしいのだろう。

「ここで会ったのは縁があるってことかな。日比谷さんがよければ、傷心している俺の話し相手になってもらえない？」

　本人が傷心していると吐露している以上断りづらいし、断る言い訳も見つからない。

「……私でよければ」

　やむを得ず頷いたのだが、私の返事に安堵する浅染さんを見たら断らなくてよかったと思った。私だったらこういう日は誰かと一緒にいたいはずだ。

　浅染さんはまだ一杯目だったらしく、私と同じ赤のフルボディをオーダーする。それをものの数分で飲み干し、すぐにウイスキーを追加注文した。

　顔色も口調も変化しないところから推測するに、アルコールに強い体質なのかもしれない。

　浅染さんは淡々と、時系列が分かるように恋人との馴れ初めを語った。

　学生の頃から付き合っていて、交際期間が八年経ったばかりだそうだ。互いに酒好きで、彼女が飲み会に参加することも多かった。それを特段気にせずにいたら、彼女の飲み友達に奪われたという話だった。

「もしかしたら、今回が初めての浮気じゃなかったのかもしれない」

　自嘲気味に語る姿が痛々しく、なんて声をかけていいのか分からない。それに会社で見る彼の顔との違いに内心戸惑っている。

　浅染さんは仕事に厳しく確実に結果を残す人なので、社内での評価はとても高い。紳士的だがクールで、女性社員とはプライベートな会話をしないことからミステリアスな人物とも言われている。

　それが目の前にいる彼は、いつもセットしている色素が薄い髪を下ろし、皺ひとつないスーツではなくネイビーのケーブルニットに黒の細身のパンツ。足元はカジュアルなデザインの革靴だ。

　腕にはめている時計は、会社で目にしているものとは違って文字盤もベルトもオールブラック。それが強い存在感を放っていて、浅染さんを軟派な男性に見せている。

　聞けば、一度帰宅してからバーを訪れたらしい。

「ごめん。ちょっと吸ってくる」

　長く続いていた沈黙を破った浅染さんは、ズボンのポケットから電子タバコを取り出して立ち上がる。

「タバコ吸うんですね」

　驚きを隠さずに言うと、浅染さんは悪戯が見つかった子供のように笑った。

　あどけない笑顔に胸が変な音を立てる。

「会社では内緒にしておいて」

　そう言って、彼は人差し指を唇にあてる。

　カッコいい人はなにをやっても様になる。思わず見惚れた私を置いて浅染さんは外に出て行った。

　非の打ちどころのない男性だと思っていたから、案外普通の人だと分かってちょっと親近感が沸いたかも。

「ふたりが知り合いとは、驚いたよ」

　これまで私たちの会話に入ってこなかったマスターがおもむろに口を開いた。

「浅染さんもよく来るの？」

「そうだね。久高は平日の仕事終わりが多いかな。沙莉ちゃんは週末によく来るから、これまで鉢合わせなかったんだろうね」

　家に一度帰ったという話の時にも思ったが、仕事帰りに寄るということは浅染さんの家はこの辺りにあるのかもしれない。うちはここから徒歩十分ほどなので、ご近所さんの可能性もある。

「知り合いって分かったし、久高に一杯ご馳走する？」

「それはもういいよ……」

　自分より目上の立場の彼にご馳走だなんて逆に失礼だろう。

　私の情けない返事を聞いたマスターが微笑んだところで、浅染さんが早々に戻ってきた。

「早いですね」

「強い雨が降ってきた」

　そう告げられて浅染さんを眺めると、髪や服に雨の跡がついている。

「マスター、傘ってある？」

「あるよ。帰る時までにやまなければ、ふたりともうちの使っていくといいよ」

　マスターの言葉に頷いてから、浅染さんは私の真横に席を移動させた。

「日比谷さんの家はこの辺り？」

　近くなった距離に緊張しながらも努めて平静を装う。

「徒歩十分です」

「えっ。俺もそれくらいだよ」

　話を聞いてみたら、私の実家と浅染さんがひとり暮らしをしているマンションは徒歩十五分ほどの距離だった。私の家、浅染さんの家、バーを点つなぎすると三角形になる。

「どうせひとり暮らしをするなら、会社から近い場所の方がよかったんじゃないですか？」

「新築マンションで綺麗なんだ。角部屋で日当たりもいいし、セキュリティ面もしっかりしている。会社から離れているといっても四駅だし、たいして変わらない」

　説明を受けて、なるほどと納得する。

　私はずっと実家暮らしなので、ひとり暮らしをしているというだけでも立派だなぁと尊敬する。

「それにしてもいい飲みっぷりだね。見ていて気持ちがいい」

　浅染さんの視線は私の手元にあるグラスに注がれている。

　慣れない相手と会話をしているせいか、ゆっくりと飲むはずだった赤ワインが入っていたグラスはもう空になっていた。

「もう一杯だけ付き合ってもらえない？」

「え？」

「いや、それは厚かましいか。なりゆきとはいえ、日比谷さんの彼氏に悪いよな」

「恋人はいないので大丈夫です。……じゃあ、あと一杯だけ」

　私が頷いたのを確認した浅染さんは、少し離れた場所にいたマスターに声を掛ける。

「マスター、日比谷さんが好きそうなやつ作ってよ」

「沙莉ちゃん、逆にご馳走されちゃったね」

　マスターは愉快気に笑ってカクテルシェーカーを手にした。ここはワインだけでなく他のアルコールも置いてある。

「逆にって？」

　首を傾げた浅染さんに慌てて手を振って誤魔化す。

「なんでもないです」

　私のジトッとした視線を受けたマスターは素知らぬ顔をしていた。

　出されたカクテルはシャンディガフだった。これはビールをジンジャーエールで割っていてアルコール度数が低い。

　甘いものが好きなのに、それがお酒となると何故か苦手になる私にとってとても飲みやすいものだ。さすがマスター、私の好みを熟知している。

「日比谷さんは、辛口が好き？」

「そうですね」

「俺も。一緒だね」

　綺麗な顔でふっと笑いかけられて目がチカチカした。至近距離で見るイケメンの笑顔は眩しい。

「ひとり飲みはよくするの？」

「はい」

「……元カノは、酒好きだけど、寂しいからひとりでは飲めないって人だったんだ」

　だから交際している彼女が、男性がいる飲みの席に参加するのを嫌な顔せず送り出していたのだろうか。懐が深い人だ。

「ひとりで飲むのが苦手な人は、多いんじゃないですか。私の妹もそうですよ」

「妹がいるんだね」

「双子なので、年齢は一緒ですけどね」

「双子？」

　浅染さんは目を大きく見開く。

　双子と言うと、だいたい皆同じような反応をする。

「一卵性双生児なので顔はそっくりですよ。身長もまったく一緒です」

「へえ。見てみたいな」

　私はにこっと笑って浅染さんの言葉を受け流す。

　妹の愛理あいりは私と違って可愛らしい。それが分かっているから、他人にあえて妹の写真を見せたくない。比較されるのが嫌なのだ。

　茶色に染めた鎖骨ボブヘアの私に対し、妹は胸下まであるロングヘアをミルクティーベージュに染めていて、色白の肌と相まってお人形さんみたいな雰囲気がある。

　ふわふわヒラヒラしたワンピースを好むところも、コンサバなスタイルが多くて今日だってパンツスーツを着ている私とは真逆だ。

　外見だけでなく愛理は甘え上手で素直で性格がよく、だから幼馴染の彼が私ではなく妹を好きになったのは自然なことなのだと理解できる。

　脳裏にふたりの顔が浮かんで思わず溜め息をついた。

「私の話も聞いてもらえますか？」

「うん、聞くよ」

　浅染さんは目を瞬かせながら私を見つめた。

「もうすぐ妹と幼馴染が結婚するんですけど、その彼、私の初恋相手なんです」

　浅染さんの瞳が微かに揺れた気がした。

　こんな話をされても反応に困るだろう。分かっているけれど、一度開いた口からは堤防が決壊したかのように言葉がこぼれていく。

　私と妹と近所に住む一歳上の幼馴染の三人は、思春期の頃に距離ができた時もあったけれどずっと縁が続いていた。

　私が彼への恋心を自覚したのは高校二年生の頃。でも想いを伝えるなんてできなくて、密かに想っているだけだった。そんななかで妹が彼に告白をして、ふたりは交際を始めた。

　そこまで説明したところで浅染さんが疑問を口にする。

「妹さんは、日比谷さんの気持ちに気づいてなかったの？」

「知らないです。でも私は、妹が彼を好きだと気づいていました」

　私はずっと前を向きながら喋り続けている。横から視線を感じたが、自分の情けない失恋話をしている気まずさから浅染さんの顔を見られなかった。

「なんだか複雑だね」

　マスターは私が話を始めたタイミングで、来店した常連客の対応をしている。

「その後ふたりは一度別れました。妹が社会人になって、環境が大きく変わったのが一番の原因だと思います。ふたりが別れたからといって私が彼と付き合えるわけではないし、想いを吹っ切って彼氏を作りました」

　自分にいざ恋人ができてみればその人ときちんと向き合えていたし、彼への想いは断ち切れたのだと感じていた。

「でも二年前にふたりがまた付き合って婚約したら、自分でもびっくりするくらいショックを受けました」

「まだ好きだったってこと？」

「うーん……自分でもよく分からないです。そんなつもりはなかったんですけどね」

「日比谷さんってしっかりしていそうなのに、案外抜けているのかもね」

「なんですかそれ」

「だって、自分の気持ちに気づかないくらい、鈍感ってことだろ」

「……たしかに」

　腑に落ちないけれど、もしかしたらそうなのかもしれない。

　唸っている私の横から浅染さんの小さな笑い声がする。

　紳士的なイメージを持っていたから、こんなふうに接されるとは考えてもいなかった。

「浅染さんは、意外と話しやすい人だったんですね」

　顔を上げて浅染さんを見つめると、彼は目を僅かに見開いた。

「会社ではクールで近寄りがたい人だと思っていました。でも今はすごく話しやすいです」

「……そう？」

　苦笑いをこぼす浅染さんを眺めて、もしかしたら意図的に顔を使い分けているのかなと推測する。

「こっちが素ですか？」

「うん、まあ。見た目がこんなだから、態度だけでも落ち着かせないと、いつまで経っても大人の風格が出ないだろう」

　周りから憧れられるような人でもそれなりに悩みがあるのかと、自身のコンプレックスを示唆する言葉に驚いた。

「浅染さん童顔ですもんね」

「そうそう」

「綺麗な顔で羨ましいですけど」

「そういう日比谷さんこそ、可愛い顔してるよね」

「え」

　呆気に取られて開いた口が塞がらない。

「社内で人気あるし」

「ええ!?」

　そんな話は初耳だ。おじいちゃんと孫くらい年が離れている他部署の人と仲がいいので、もしかしてそこから流れた情報だろうか。

　身体を仰け反らせたことで椅子から落ちそうになり、慌てて体勢を整える。

　その様子を浅染さんは笑いながら眺めていた。

　頬が熱くなるのを自覚して唇を真っ直ぐに結ぶ。

「日比谷さんはそのままだな。飾らない性格と言われているだけあって接しやすい」

　人見知りしないので他者と打ち解けやすい自覚はあり、接しやすいというのは今まで何度か言われた経験はある。それなのに浅染さんに言われると何故こうも照れ臭いのか。

「ありがとうございます。……なんか、恥ずかしいです」

　居たたまれない気持ちになって両手で頬を覆った。

「今日居合わせたのが、日比谷さんでよかった」

　柔らかな声音は嘘をついているようには見えない。

「こちらこそ私の話を聞いてくれてありがとうございました。浅染さんに話したら、なんだか胸が軽くなりました」

　身近な存在のふたりというのもあって、これまで誰かに自分の気持ちを話したりしなかった。どこから話が漏れてふたりの耳に届くか分からないから。

　口に出すだけでこんなにスッキリするものなんだ。

　浅染さんと視線が交わり、少しだけ鼓動が速まる。

「俺でよければいつでも聞くよ」

「ありがとうございます」

　お礼を伝えながら、心の奥ではもうこの話をする機会が訪れないことを願う。大切なふたりだから彼らの幸せを心から祝いたい。

　それからの私たちは、お互いに秘密の部分を曝け出したからか気心が知れた友人のように会話が続いた。過度のアルコール摂取に加えて喋りすぎたせいか、バーを後にする頃には声がすっかりかれていた。
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　失恋の痛みを少なからず引きずっている似た者同士ということで、あの日から一週間、すでに二度バーで一緒に飲んだ。

　ただ今週末からは浅染さんが取ってきた大型案件が動き出すので、しばらくは互いに忙しくて飲みに行く余裕はないかもしれない。

　肩のこりを感じ、手を止めて首をうしろに反らす。

　午後の休憩まであと五分か。

　最初から頑張りすぎて途中力尽きるといけないので、週明けから休憩はきちんと取るようにしている。

　深呼吸をして作業に戻ろうとしたところで、フロアに平さんと浅染さんが入ってきた。時間通り会議が終わったようだ。

　何気なくふたりの姿を目で追っていると、平さんがいつもの春風のような笑顔で右手をひらひらと振り、私の方へ歩いてきた。

　もしかしてまたなにか頼まれるのだろうか。

「サリーちゃんお疲れさま」

「おふたりとも、会議お疲れさまです」

　身体ごとふたりの方へ向けると、目の前で足を止めた平さんが「はい、これ」と、左手に持っていた紙袋を差し出した。

　受け取って中を覗き込むと、包装紙に包まれた長方形の箱が入っていたので、どういうことなのかと首を傾げて平さんを見上げる。

「いつも助けてもらっているから、そのお礼だよ」

「えっ、いいんですか？」

　袋に手を入れて取り出した箱の裏に貼られたシールには、ひと口チョコアソートと印字されている。しかも高級ブランドで知られている有名店のもので、普段気軽に手が出せる代物ではない。

「取引先から貰ったんだけど、俺は食べないから」

　わざわざ用意したものではないと分かり、無意識に入っていた肩の力を抜く。

　たしかに平さんは甘いものが苦手だと、バレンタインの時に女性社員が話していた。それなら遠慮なくいただいていいよね。

「ありがとうございます。チョコ大好きなんです」

「知ってるよ」

　にこにこと笑う平さんのうしろで、浅染さんは手に持った資料に目を通している。

　仲のいいふたりなのできっとこのまま一緒に休憩に入るのだろう。そうだとしても平さんに付き合って、先に戻らないあたりが律儀だ。

「いつもチョコ食べているもんね」

　一応こっそりつまんでいたつもりだったので、席の離れた平さんにまで知られていて少し恥ずかしい。

　苦笑していると、前の席にいる真野さんに「ねえねえ」と声を掛けられる。まだ休憩時間でもないのに堂々と私語を交わしていることを注意されると思いきや、真野さんは手になにかを持って一生懸命こちらに伸ばしてきた。

「日比谷さん、これも受け取ってもらえない？」

　差し出されたものを掴んでまじまじと見ると、私がコンビニエンスストアなどで好んで買うブラウニーだった。

　ここの商品はブラックチョコレートの一種類しかないはずなのだが、パッケージの色がいつもと違う。

「オレンジって新作？　期間限定？」

「期間限定って、お店のポップに書いてあったよ」

　反射的にこぼれた私の疑問に、真野さんがすかさず答える。

「へー！　知らなかったです！　貰っちゃっていいんですか？」

「うん、私もこの前のお礼なにかしたいなって考えていて、そしたら今朝ちょうどそれ見つけたから、これだって思って」

　平さんと私の顔を交互に見ながら真野さんはにこやかに話す。

「そんな、いいのに。でも嬉しいです。ありがとうございます」

「サリーちゃんには、足を向けて寝られないね」

「ですねぇ」

　平さんと真野さんの発言になんて返せばいいか悩んだところで休憩時間になり、人がぱらぱらと動き出す。

　お喋りだけで五分も使ってしまった……。

「よしっ休憩、休憩！」

　胸の前でパンッと小気味いい音を立たせて両手を合わせた平さんは、くるりと方向を変えて場から足早に立ち去る。浅染さんはひと言も口にしないまま、平さんの背中に続いた。

　会社だと本当にクールだ。

　私としては仲がいい同僚という立ち位置になったつもりでいるけれど、浅染さんがどう解釈しているのかは分からない。

　今まで通り会社で話しかけてこないし、用事がなければ目も合わそうとしない。

　急に距離が近くなれば浅染さんのファンである女性社員からよく思われないかもしれないし、これでいいといえばいいのだが。

　たったこれだけで気を使うのに、浅染さんは会社とプライベートの顔を使い分けるのって疲れないのかな。

　……早く休憩に入ったというふうにして、五分前から作業を開始しよう。

　貰ったものをデスクの引き出しにしまって席を立ち、トイレに行くと鏡の前で女性社員ふたりが化粧直しをしていた。定時で上がってすぐにどこかへ行くのだろうかと、想像を膨らませながら個室に入る。

　私も浅染さんとバーで偶然会ってからは、寄り道をする日は身なりに気をつけようと意識改革をした。

「そういえばさ、少し前に浅染さん見かけたんだよね」

　今まさに脳裏に思い浮かべていた人物の名前が飛び交って、心臓が喉から飛び出しそうなほど跳ねた。

　運動をしたあとのようにドッドッと拍動する胸に手を置いて一旦落ち着こうとする。

「どこで？　私服？」

「私服だったよ。意外とカジュアルで、雰囲気がいつもと違うのがまたギャップ萌え。カッコよかった」

　語尾の辺りを強めにした声音で彼女の興奮度が伝わってくる。

「いいなぁ。私も見たかった」

　心の底から残念がっている口調だ。

　私服だけでここまで騒がれるなんて、やはりモテる人だ。

　私がいるのも彼女たちは分かっているし、その上でこの会話を繰り広げている。芸能人の噂話をしているのと感覚的に同じなのかもしれない。

「それでさ、どこで見たと思う？」

「えー、どこだろう。あっ、この前、お客さんに勧められたから行ってみるって言っていた、お洒落なレストラン？」

「ううん。まさかのジュエリーショップ」

「え！」と壁に反響しそうなほど大きな声を上げた女性の声にびっくりした。

「彼女と一緒だったとか!?」

　なるほど、そういう発想になるのか。はめていた時計はセンスがあったしアクセサリーは好きそうだ。というかこんなところで時間を食っていたら、予定通りの五分前から業務を開始できなくなる。

「ひとりだった」

「なんだ、びっくりした」

「いやでもね、そのジュエリーショップって、結婚指輪や婚約指輪で有名なんだよ」

　絶妙なタイミングでドアを開けてしまった。女性ふたりは何故か三つある洗面台のうちの右端と左端を使用しており、間の真ん中に背を丸めながらそっと近づく。

「ということは……」

　右隣の女性は両手にコスメを持った状態で石のように固まり、左隣の女性は右手に持ったマスカラを前に突き出して演説をするかのような動きをした。

　見覚えはあるが会話はしたことがないふたりだ。トイレがない四階の社員たちは営業部がある三階を使用するので、おそらく上のフロアの人たちだろう。

　私が営業アシスタントだと知っていたら、さすがにこんな話はしないはず……たぶん。

「プロポーズ用の指輪な気がする。受け取りにきていたから、オーダーメイドじゃないかな」

「えー！」

　一応声量は抑えようとしているらしく、右隣の女性はウィスパーボイスで叫んだ。

　私は声が出るどころか息が詰まって苦しくなる。

　それが事実だとしたら、渡す相手はあの美人な元恋人だよね。いつの話なのだろう。別れたあとなのか前なのか、それで浅染さんの状況は大きく変わるのだけれど。

　手を洗い終わって身なりを整えると、彼女たちのようにメイクポーチはおろかポケットにリップすら入れていない私には、これ以上ここで時間を潰す方法がない。

「まじか。彼女いない方がおかしいし、納得だけど……」

「結婚しちゃったら泣くよね。うちらのオアシスがぁ」

　さすがに居たたまれなくなり無表情に徹して足早に退散する。

　この噂が変に広まらないといいな。別れてしまったのに、今さら掘り返されたら浅染さんの傷口に塩を塗ることになる。

　ただの同僚でつい最近まで赤の他人に近かった私ですら、彼女たちの言葉や元カノの言動が刺さったまま抜けない棘のように心に残っていて、こんなにも痛い。

　胸に手を置いて、誰もいない廊下で重苦しい息を吐いた。






　なんとなく気分が晴れないので仕事を終えてバーに足を運ぶ。

　理由はちゃんと分かっている。トイレで浅染さんの婚約指輪の話を耳にしたからだ。

　他人の感情に引っ張られやすかったりするのは昔からなのだが、社会人になって仕事が忙しく友人と会う頻度はぐんと下がったし、気持ちが沈むような話をされる機会もほぼなかったので、こういう感覚は久しぶりだ。

　でもそこまで落ち込むような話でもないし、なんだろうこの感覚は。

　そこについては自分のことなのにはっきりしない。

　二月の夜空に浮かぶ月は凍りついているように見える。週の半ばであるバーの店内はひっそりしていて、常連客がふたり座っていた。

「今日、久高は来ないの？」

　カウンター席に座るなりマスターに問われて首を傾げた。

「さあ、どうだろう？」

「約束してないの？」

「うん。ギムレットと、海老ピラフにしようかな」

「了解」と頷き、マスターは調理に取りかかる。

　浅染さんと飲んだ時はどちらも向こうが誘ってくれたので、私から声を掛けたことがない。それは平日にバーを訪れる習慣がなかったからなのだが、マスターに聞かれてはっとした。

　ひと言でも声を掛けた方がよかったのかな。でも退社した十八時の時点でまだ浅染さんは仕事をしていたし、忙しそうだった。

　まあいいか、とこった首を右側にそらす。そこからゆっくりと回してストレッチをした。

　元々こりやすいのだが、寒くなって一段と酷くなった。

　この痛みさえなければ仕事をもっと頑張れる気がする。マッサージとか整体に行けばいいのかな。

　スマートフォンを使って検索してみると数百件もヒットし、そこで思考と指の動きが停止する。

　……こんなにある中から、みんなどうやって選んでいるの？

　それ以上調べる気力が湧かなかったのでテーブルにスマートフォンを静かに置く。

　妹の愛理にいいところがないか教えてもらおう。今はブライダルエステに通っているし、美容関係に詳しいから何かしら知っているはず。

　妹の結婚式まであと二カ月。桜の咲く頃の挙式披露宴はさぞかし素敵で華やかな日になるに違いない。

　それまでに髪を伸ばすか、また切ってしまうか、そこも悩む。

　愛理たちの結婚が決まり、ショートヘアからここまで伸ばしたのだけれど、別に私がヘアセットできるかどうかはどうでもいい部分だ。

　豪ごうの前で少しでも可愛くしたいという気持ちが少なからずあったのだろうと、客観的に自分の心を見つめて溜め息がこぼれそうになる。

　よくない感情だな。

　マスターに作ってもらったカクテルをひと口飲んでから料理を食べ進める。お腹が空いていたのであっという間に平らげてしまった。

　冬になると食欲が収まらないのも悩みの種で、年末から増えた二キロをいい加減落とさないといけない。

　浅染さんの元カノ、背が高くて細くて綺麗だった。ああいう女性が好みなのかな。

「ごちそうさまでした」

　お皿をカウンターに移動させて膨らんだお腹をさする。

　まだ十九時か。あと三十分くらいしたら帰って、ゆっくり湯船に浸かろう。

　実家暮らしではあるが、もう二十七歳なので家事や炊事は各自の分担となっている。ただ愛理は料理が得意でよく家族に手料理を振る舞うので、そういう時は夕方までに連絡を入れてくれる。

　私も別にできるけれど料理が好きかと聞かれたら頷けないし、単純に凄いなと思う。

　いい奥さんになるだろうな。

　これまでの愛理との思い出をぼんやりと脳裏に浮かべていると、ドアベルの音がして反射的に後ろを振り向く。ぱっと視界に入った浅染さんの姿に驚いて「あっ」と声を漏らした。

　浅染さんは私をちらりと見たあとコートを脱ぎ、私の右隣に腰を下ろす。

「マスター、マティーニちょうだい」

　相変わらずアルコール度数が強いものを頼む。その代わり一杯か二杯で留めるので、私よりコストパフォーマンスは高い。

「来るなら誘ってよ」

　特段誘ってほしそうな表情もせずそんなふうに言うところが、巧みな話術を武器とする職業柄だ。

「忙しそうだったから」

「そこは関係ない」

「そっか」

　私たちの会話はいつも淡々としている。気を使おうという意思が互いにないので居心地がよく、自然体でいられるから楽だ。

「沙莉ちゃん、そういうところあるよね」

　マスターがマティーニを運んできて、穏やかな笑顔で言う。

「ん？　どういう意味？」

「つれないというか、猫みたい」

　そうなのだろうか。自分ではよく分からない。

　すっと会話に入って、マスターはまた離れていった。お喋り好きな客とは延々と会話を続けるけれど、そうでもない客は基本的に放置する。

　考え事をしたい時は放っておいてくれるし、構ってほしい時は相手をしてくれる。だからこのバーに居つくようになったのだと、きっかけになった理由をふと思い出した。

「ほら」と呼ばれて横を向くと、グラスをこちらに掲げている浅染さんがいて、ああそうか、と内心で返事をして自分のグラスを合わせて乾杯した。

　乾杯すらしようとしないところも〝つれない〟に含まれるのかもしれない。

「お疲れさま」

「お疲れさま。浅染さんご飯食べないの？」

　初めてバーで会ったあと、後日のメッセージのやり取りの際に敬語はなしにしてほしいというので彼の意向に従った。

　同僚である私に敬語を使われると、せっかくのプライベート空間が台無しになるのだそうだ。

「そうだな……日比谷さんはなに食べた？」

「海老ピラフ」

「いいね。俺も米にしよう」

　浅染さんはカレーピラフの大盛りを頼んで、グラスを口もとに持っていく。男らしいわんぱくなメニューを頼んでいるけど、余裕のあるゆったりとした所作からは色気が漂う。

「忙しくなりそうだね」

「迷惑かけるね」

「ううん。仕事楽しいし、手伝わせてもらえるのは勉強になって嬉しい」

　自分の担当の仕事ばかりやっていると、だんだんパターン化して慣れが出てくる。別の仕事を振ってもらうのはありがたいことだとして受け止めている。

「だから平のわがままも聞いてやっているのか」

「あれは、ちょっと違うかな。平さんのアシスタントを助けるためかも」

「甘やかしているわけではないのか」

「あたり前だよ」

　苦笑しつつ、周りからはそう取られる可能性があることに初めて気づき戸惑う。頼みごとをするのは平さんに限ってではないけれど、頻度は明らかに多い。もう少し視野を広く持って対処した方がいいのかもしれない。

　真野さんに上手な対処法がないか聞いてみようかな。彼女なら率直な意見を言ってくれそうだ。

「頼まれたら断れない性格なんだろうけど、無理しないように」

　さっぱりとした口調ではあるが、心をさらりと撫でていく気遣いの言葉に意識を持っていかれた。

　私の性格を分かっているんだ……。

　思わずじっと注視すると、浅染さんも同じように視線を合わせてきた。透き通るような茶色の瞳に吸い込まれそうになって息を詰める。

「どうかした？」

「えっと、気にかけてくれてありがとう」

　照れてしまって目が泳ぐ。明らかに動揺した声になったが、浅染さんは気にした様子もなく微笑んだ。

　カレーピラフが出来上がり、それはもう本当に美味しそうに、豪快に食べる姿を遠慮なく眺めながらギムレットを飲む。

　視線に気づいた浅染さんが顔を上げて「なに？」と不思議そうにする。

「気持ちのいい食べっぷりだと思って」

「そうか？」

　頷くと、浅染さんは目線を遠くに向けて考える素振りを見せた。今度はこちらが『なに？』と言いたくなる。

「日比谷さんは甘いものが好きなの？　前に甘いお酒は苦手って話していたけど。それともチョコ限定で好き？」

　唐突な質問に呆気に取られつつも答える。

「甘いもの全般好きだけど、一番はチョコかな。子供の頃から家でジュースを飲む習慣がなかったせいか、何故か飲み物になると甘いのがダメになるの」

「へえ」と気のない返事をして、浅染さんは食事を再開した。

　いったいなんだっていうのだ。

　謎は残されたまま、テーブルに置きっぱなしにしてあったスマートフォンを手に取る。ヘアカタログを開いてショートヘアのアレンジを見てみた。

　編み込みとかならできそう。いやでも、この時期にショートは首がもろに晒されて寒いか。

「切るの？」

　浅染さんが物珍しそうに私のスマートフォンの画面を眺めている。

「迷ってるの」

「俺、日比谷さんのショート好きだよ」

「えっ。浅染さんってロングヘアが好きなんじゃないの？」

「俺そんなこと言った？」

　元カノの髪が長かったからそう思っていたとは口が裂けても言えず、黙ってやり過ごす。

「ごちそうさま。初めて食べたけど、美味しかった」

　ひと粒残らず綺麗に食べたお皿をカウンターに戻した浅染さんは、私の方へ身を乗り出してきた。腕が触れ合いそうな距離で、浅染さんの高い体温が伝わる。

　一瞬頭が真っ白になった私の手元を指差す。

「これとか似合いそう。日比谷さん顔が小さいから、ベリーショートもいいよね」

　ドキドキと高鳴る心臓の音を制御できなくて、そんな自分に戸惑って余計に拍動が強くなった。

　しかも、なんか……。

「いい匂いがする」

　ふわりと鼻腔をくすぐったのは、甘すぎないフルーティーな香りだった。

　スマートフォンの画面に落としていた視線をふたり揃って上げたので、日常生活ではなかなかあり得ない距離に浅染さんの顔があった。慌てて居住まいを正して離れる。

　自分がどんな表情をしていたのか、考えられるほど思考も働かない。ただ浅染さんは目を僅かに開いて驚いていたように見えた。

「香水かな。会社出る時につけた」

「どこのやつ？」

　まったく気にしていないのか、空気を元通りにしようとしてくれたのか分からないけれど、とりあえず浅染さんの普段と変わらない態度のおかげでどうにかいつも通り振る舞えた。

　異性に慣れていないって思われたかな。恥ずかしい。

　先ほど伝わった浅染さんの体温と香りが消えてくれなくて、せっかく香水の説明をしてくれているのに頭に入ってこなかった。






　土曜日の昼下がり、実家のリビングにて双子の妹の愛理と、一歳上の幼馴染の豪が私を巻き込んで痴話喧嘩をしている。

　両親は仲良く一泊二日の温泉旅行に出かけたので、周りの目を気にしなくていいふたりはいつもより明け透けな物言いだ。

「仕事仕事って、忙しくて結婚式の準備すらできないのなら、結婚してもどんな生活が待っているか、容易に想像できるよ」

　私の隣に座っている愛理の声音と目元に鋭さがある。そして愛理の正面に腰かけている豪は疲れきった顔をしている。今日は特に、目の下のくまが目立った。多忙で眠れていないのだろうか。

「俺の職種が忙しいのは前から知っているだろう。今さらそんなこと言われても、どうしろっていうんだ」

「そうだとしても、もう少し協力してくれてもいいんじゃないの？　ドレスだって私の着たいものを着ればいいって、単に無関心なだけじゃない」

「主役は花嫁だろう。愛理の好きにするのが一番いいと思ったんだ」

「そう言って、いつも私に丸投げする。結婚式って花嫁だけでやるものじゃないでしょう」

「そんなの分かってるよ……」

「分かってない！」

　興奮した愛理の口から唾が飛んだ。それに対し、豪は大袈裟なくらい盛大な溜め息をこぼす。

　私はそんなふたりを無表情で眺めながら、そろそろ退散するか……とグラスに残っていた麦茶を飲み干した。

　愛理の告白をきっかけに、ふたりが付き合うようになったのが高校三年生。一度別れたのが大学四年生で、そして二年前によりを戻してついに婚約した。

　二カ月後に控えた結婚式に向けて準備を進めているのだが、豪があまり協力的でないらしく、愛理はここ最近ずっと苛々している。

　どちらの言い分も分かるし、ふたりと親密な関係にある私に間を取り持ってほしいという気持ちも理解できないわけではない。

　けれど毎週のように目の前でふたりの言い合う姿を目にするのはけっこうキツイ。

　愛理は喧嘩腰でも、豪はいつだって愛理を気遣っていて特別な優しさを向けている。

「せっかく愛理がケーキ焼いてくれたんだし、ふたりで食べてから、結婚式の打ち合わせをしてみたら？」

　私の発言にふたりはピタリと動きを止めた。

　愛理は昨晩、久し振りに豪が昼から会いに来るからと、楽しそうにチーズケーキを焼いていた。いつも夕方や夜に来ていたから嬉しかったのだと思う。会ってすぐから言い争いが始まったとはいえ、そんなつもりではなかったはずだ。

「私はちょっと出掛けるから、このままここで話し合いなよ」

「待って。沙莉が出ていく必要はない。それなら俺が帰るよ。これ以上話し合っても埒が明かないし」

　豪が私の腕を掴む。愛理から切るような鋭い視線を受けて、なおさらこの場から離れたくなって豪の手をやんわりほどいた。

「元々出かけるつもりだったから」

「でも――」

「出ていきたいならそうすれば。豪の顔なんて見たくない」

　豪の言葉に被せて愛理が苛立った声を出す。

　ここまで辛辣な台詞を吐くのは珍しい。怒っているというより傷ついているんじゃないのかな。

　姉妹だけなら対応できるのだが、今は豪がいるから愛理は素直にならないはず。なんとも言えない気持ちのまま家を出た。

　結局、私の言い分を聞かずに一緒に出てきた隣の豪を見上げて溜め息をつくと、浮かない顔を向けられる。

「どこ行くの？」

「近くのバー」

「昼からやってるの？」

「土日だけ、お昼も営業してる」

　夜のしっとりした雰囲気が好きだから、昼にｗｉｎｅ　ｂａｒ　ｂｅｌｌに足を運んだことは一度しかない。今日だって行くとしたら夜がよかったのだが、予定もなくぶらりと出歩くのが苦手な私の頭に咄嗟に思い浮かんだのはバーだけだった。

「俺もついて行っていい？」

「愛理をあのままにしておいていいの？」

　歩みを止めて豪に厳しい視線を送った。

　豪が平和主義で争いごとが苦手なのは知っているが、それを踏まえても恋人を放って外へ出るのは思うところがある。

「そのことについて、ちょっと相談したい」

　調子を落とした声で言われて胸がざわつく。

　そっか、豪も愛理と揉めるのは苦しいよね。

「一時間だけね。タイムリミットがきたら、愛理のところに戻ってほしい」

「分かった。いつもありがとう」

　豪の申し訳なさそうな笑顔に微笑み返して、気づかれないように小さく息をつく。

　私の秘密基地みたいな場所だから、本音を言えば豪でも内緒にしておきたかった。

　十四時を過ぎたバーの外観はおとぎ話の世界に入り込んだような、懐古的な儚さがあった。建物を覆うように植えられた木々は、葉がついていない裸の枝を空へ突き出している。

　新緑の青々とした姿も見てみたいから、また日中にも来てみよう。

「こんなところあったんだな」

　豪は物珍しそうに周りを見回している。店内に入るとすぐにマスターが気づき、驚いた顔をした。

「いらっしゃい。この時間に来てもらえるのも嬉しいな。テーブル席よかったら使って」

「ありがとう。幼馴染なの」

　マスターが話しながら豪をちらりと見たので一応紹介しておいた。

「そうなんだね。よかったら、沙莉ちゃんがいなくても来てね」

　ちゃっかり勧誘していて笑ってしまう。

「はい。また来させてもらいますね」

　豪の返答を尻目にテーブル席へ向かう。数秒遅れて席についた豪にメニュー表を渡して、愛理から連絡が入っていないかとスマートフォンを確認する。

　ないか……。豪の相談にものりたいけれど、愛理が今どう過ごしているのか分からないので気もそぞろになる。

「沙莉は何を食べるか決まった？」

「デミグラスソースのオムライスにする」

「へえ、美味しそう。ここにはよく来るの？」

　頬杖をついて、窓から見える風景を眺めながら口を開く。

「行きつけで、ひとりでゆっくりしたい夜に」

　返事がなかったので姿勢を直して正面を向くと、メニュー表をぱたんと閉じた豪は穏やかな顔をした。

「それなら今度三人でランチしに来ようよ。愛理は夜に出歩かないし」

　私の大切な居場所だと察したようだ。ありがたいし、愛理とふたりではなく私を含めた三人と提案してくれたのは嬉しい。ただそれと同じくらい、すっきりしないもどかしさを感じた。

　私たちはもうすぐ親族になって幼馴染という関係から変化する。今まで通りではいられないと考えているのはきっと私だけなのだろう。

　自分のカレーライスと私のオムライスを注文した豪は、「相談なんだけどさ」と改まった。

　物心ついた頃から今日まで、豪から相談を受けたのは片手で数えるほどしかない。

「俺はさ、愛理の天真爛漫で、甘えん坊なところが可愛いと思っていたんだ。でも最近そうでもなくて。頼ってもらえるのが嬉しかったけど、今は負担に感じる。本当は、沙莉みたいにしっかり者で安定感のある人の方が、自分には合っているのかもしれない」

　ここまで思い詰めているのは結構危ないのではないか。

　項垂れている豪を眺めながら頭の中で想いを整理する。

「……仕事が忙しいんでしょ？　疲れていて、余裕がないからとかではない？」

「それは一理あるけど」

　釈然としない表情だ。

「豪は考え込むタイプだと思うから、愛理みたいに素直で、分かりやすい子の方が安心するんじゃないかな」

「でも沙莉に対しては不安を感じないし、そもそも悩むようなことがない」

　なんだか理屈っぽくなっている。どうしたものかと考えているところにマスターが料理を運んできた。

「久高来てるよ」

　お皿を置く時に私にだけ聞こえる小声で伝えられて、脊髄反射のごとくぱっと顔を上げた。首を動かすと、すぐそばのカウンター席に見慣れた後ろ姿がある。

　私も浅染さんもここに入り浸りすぎでは……？

　いただきます、と手を合わせた豪にならって自分も食事を始めたが、浅染さんの存在感が強すぎて落ち着かない。

　料理は文句なしに美味しい。バーでは酒のつまみばかり食べている私に、浅染さんがデミグラスソースのオムライスがおすすめだと教えてくれて、だから今日注文してみたのだ。

　いつから座っていたのだろう。まったく気づかなかった。この位置関係ってわりと話し声は届くんだよね。

「やっぱり沙莉といると、静かで落ち着く」

　互いに黙々と食べ進めていると豪が手を止め、ぽつりとまた後ろ向きの発言をする。

「双子だからって、私と比べるのがそもそも間違っている気がするんだけど、どう？」

「双子だから比べているわけではないよ。ただ沙莉といると嫌な気持ちにならないって、思ったままの感想を述べているだけ」

「そう言ってもらえるのは嬉しいけど……」

　感情が動かされるような熱情を、そもそも私に抱いていないからでしょう。心の声をそのままぶつけたいけれど、今の豪にはなにを言っても響かなさそうだ。

「帰ってチーズケーキ食べよう？　豪の笑顔が見たくて、早起きして作ったんだよ」

　愛理はそういう子だ。相手を喜ばせたいという感情でどれだけでも動けるし、それに対する見返りを求めない。

「沙莉も戻る？」

「私はしばらくここにいるよ」

「一緒に来てほしい」

　甘えられるのは何年振りなのか思い出せないほど久しぶりだ。豪は愛理と似たところがあって、子供の頃は私がふたりを引っ張っていくことは多かった。

「もう結婚するんだから、いつまでも私ありきで考えないでほしいよ」

　豪は浮かない顔のまま返事をしない。

　こんなところで油を売っていないで、愛理のドレスを一緒に選んであげればいいのに。

　双子の姉で幼馴染とはいえ、女性とふたりきりになるのを許している愛理の懐の深さをもっと理解すべきだ。その部分を豪みずから気づいてほしい。

　心がざらついたのを自覚して、自身の心境の変化をまるで上から眺めているような感覚に陥る。

　……以前は豪とふたりきりになると高揚する気持ちがあって、どう頑張ってもそれをなくせなかった。そんな自分を嫌悪していたし、愛理に罪悪感があった。

　それなのに今日は、浮かれるような気分になるどころか少し苛立っている。まだ好きかもしれないって思っていたけれど全然そんなことない。

　いつの間にか消えている恋情に衝撃を受けて、なんとはなしに浅染さんを見る。ちょうどその時、隣のテーブルでグラスが倒れる音がし、女性客の高い声が響いた。浅染さんが振り返り、ぱちっと目が合う。

　驚いた様子もない表情で見つめられて、それはどういう反応なのかと戸惑う。おそらく私の顔には動揺の色が浮かんでいるはずだ。

　五秒に満たなかったかもしれないが、永遠とも感じられる時間見つめ合ったあと、浅染さんは落ち着いた所作で前に向き直った。

　なにか言いたそうにも見えなくもなかったけれど、よく分からない。豪が幼馴染って、マスターは浅染さんに説明したのかが気になる。

　次から次へと移ろいゆくまとまらない感情に振り回されている。自分のことなのだから、ちゃんとしないと。

　胸にいっぱいの空気を送りこんでゆっくり吐き、思考をクリアにさせる。こうしている間も豪はスプーンを手に持った状態で固まっている。

　大食いで早食いのいつもの姿はどこにいってしまったのか。

「ほら、冷める前に食べよう」

　促すと、豪はゆっくりとスプーンを動かした。

　手がかかる子供を見守る親ってこういう心境なのかな。豪のいつも笑顔で感情が安定しているところに尊敬の念を抱いていたけれど、弱い部分があったり、普段通りにしていられなかったりする時だってあるよね。

　浅染さんだって、恋人と別れたあの日が一番お酒を飲んでいたもの。






　迷惑を掛けたお詫びだからとごちそうになり、豪の丸まった背中を押す形で愛理のところへ送り出した。

　豪が店をあとにすると、ようやく息がまともにできるようになる。

　愛理がその場を一瞬離れるとかの場合を除き、ふたりきりになったのは豪たちが婚約して以来だった。愛理の話題がなければまともに会話が続けられないと感じたし、それくらい私たちの距離は遠くなっていた。

『いつまでも私ありきで考えないでほしいよ』なんて言いつつ、思い出の中で生きていて、すでに起きていた変化に気づけずにいたのは私の方だったのかもしれない。

　なんだかんだ言って仲直りするだろうし、ふたりの問題なのだし、心配をするのはここまでにしよう。

　ちょっとだけ寂しいな。愛理が家を出たら私も一人暮らしを始めてみようか。

　ソファの背もたれに体重を預けてひと息つく。浅染さんはのんびり食事をしていた私たちより先に食べ終わり、開いたノートパソコンと睨めっこしている。

　細身だが意外と背中が広い。

　食後に頼んだホットココアを飲みながら、後ろ姿を眺めてそんな感想を抱いていると、不意に浅染さんが振り返った。

　こっそり見ていた気恥ずかしさを誤魔化すために手をひらひらと振ると、浅染さんはこっちに来て、というような手招きをした。

　ココアをこぼさないようにマグカップを両手で持って、慎重に浅染さんの隣の席へ移動する。

「偶然だね。なにしてるの？」

「友達の結婚式の二次会で、流す動画を作ってる」

「すごい。浅染さん、そんなこともできるんだ」

　私の驚きの声に、浅染さんは疲れた様子で首をぐるりと回した。

　仕事が忙しいのに休日もパソコンの操作をしていれば、そりゃあ肩もこるよね。頑張りすぎていないか心配になる。

「そんなたいしたことはしていない」

　パソコンを覗き込むと、そこには仲睦まじい男女の姿があった。

「大学の友達なんだ」

　となると、その二次会って浅染さんの元カノも出席するのでは。

　浮かんだ疑問は簡単に口にはできず、喉の奥で止まって落ちていった胸の底にずしりと居座る。

　私が心配するのは違うと思うけれど、あんな場面を見たせいか自分のことのように捉えてしまう。それに、久しぶりに会ったのがきっかけでよりを戻すなんて展開になったらと考えると、胸を刃で切りつけられたかのような痛みが走る。

　優しいから、元カノがやり直したいと訴えかけたら許しそうだ。会社の子たちが話していた婚約指輪の話が本当なら、一生一緒に添い遂げようとした相手なわけだし。

　それで浅染さんが幸せなら祝福すればいいだけの話なのに、素直にそう思えない。だって、浅染さんを裏切らず、大切にしてくれる人が絶対いるから。

「最近は結婚ラッシュだよ」

「私もかも。ヘアセットしやすいように、髪も伸ばしているんだよね」

「だからこの前迷っているって言っていたのか」

　マグカップを口に運ぶと、浅染さんも珈琲カップを手に持つ。

「日比谷さんが次に行く結婚式は、妹さんの？」

　口の中にココアがあったので、黙って首を縦に動かす。

「さっきの人が幼馴染？」

　ココアの甘みと温かさが全身に染み渡るのを感じながら「そうそう」となるべく軽い調子で答えた。

　マスター、伝えなかったんだ。

「やっぱり仲がいいんだな、幼馴染って」

　反応に困って首を捻った。

「うーん……どうなんだろう」

　同じ質問をされて肯定したことは幾度とあるけれど、昔とは違う豪との距離感に気づいた今は即答できない。

「悪い。無神経だった」

　奥歯にものが挟まったような言い方をしたので誤解させたらしい。

「違うの」

　無意識に浅染さんの腕に手を置いていて、自分の感情的な行動に驚いて息を詰めた。

　なにやっているの、私。

「ごめん」

　手を引っ込めると、浅染さんは椅子をくるりと回転させて私の顔を覗き込んだ。

「どうした？」

　瞳孔の開き具合を確認できそうな至近距離に拍動が激しくなる。

「いや、えっと」

　目が不自然に泳いで顔がどんどん熱くなっていく。それなのに浅染さんは怖いくらいの強い眼差しを注いでくる。

「ちょっと、近い……」

　消え入りそうな声で吐露すると、浅染さんは表情を変えないまま「悪い」と顔を背けた。気まずい空気が流れるのが嫌で、間髪を容れず口を開く。

「ううん。私の方こそごめんね。えっとね、今日久し振りに豪とふたりで話して思ったんだけど、好きって気持ち、もう一ミリも残っていなかった」

　感情が揺れて早口になる。こんなふうに過剰反応して恥ずかしい。変なふうに受け止められていなければいいけれど。

「そうなの？」

　意表を突かれた顔をした浅染さんは、なにか言いたげに唇を動かしたが続きは紡がれなかった。

　先ほど私がおかしな反応をしたから言葉を選んでいるに違いない。

「会話聞こえていた？」

「うん……申し訳ないけど」

「いいよ。そうだろうと思っていたし、これでおあいこだね」

　前に浅染さんの別れ話を耳にしたのだって、盗み聞きしようとしたわけではない。

　隣の眉尻を下げた困り顔をちらりと見て苦笑する。

「浅染さんから見た私って、どんな人間？」

　答えづらい質問に浅染さんは真顔になった。返事を待たずに続ける。

「豪は私を、しっかりしている、落ち着いている、みたいな印象を抱いているみたいだけど――」

「そうでもないよな」

　浅染さんが私の声を打ち消した。意表を突かれて、話したかった内容が頭から吹き飛んでぽかんとする。

「真面目ではあるけど。抜けているところがあるって、前に言っただろう」

　たしか初めてバーで会った日の話だ。

「あれっ忘れてる？」

　慌てて右手を左右に振ったら、マグカップにかすって危うく倒しそうになった。心臓に氷をあてられたかのようにひやりとする。

　危なかった……。

「ほらそういうのも、落ち着いていると俺は思わない」

「えっと、けなしてる？」

　冗談めかして口を尖らせると、浅染さんは真面目な顔で「まさか」ときっぱり否定した。そんな態度を取られると私も真顔になってしまう。

　続きがあるのかと思いきや、いつまで待っても沈黙は破られない。

　とてもむず痒い気分になっているのは私だけなのかな。

　ココアを飲み干してしまったので間が持たず、耐えきれなくなってこちらから空気を動かそうと声を絞り出した。

「話を戻すんだけどね」

　掠れずにちゃんと声が出て内心ほっとする。

　浅染さんはなんの話をしていたっけ、とでも言いたげなとぼけた顔をしたので思わず苦笑した。おかげで緊張が解れた。

「豪――幼馴染が、私をしっかり者と思っているって話だよ」

「ああ」と小さく頷いた浅染さんの飾らない姿に癒やされる。会社とは別人の顔で、私の前で気を抜いているのが分かるから、私も肩から力を抜けるのだ。

「私も妹の愛理みたいに、誰かに甘えたくなる時はあるし、感情的に振る舞ってみたい願望はあるんだ」

「そうなのか」

　浅染さんは何度も瞬きをして私を凝視した。そんなに見つめられると目のやりどころに困る。

「でも愛理が甘えん坊だから、甘えられる側にいただけ。それで、上手な甘え方を身につけられないまま、大人になっちゃった」

　浅染さんにただ胸の内を伝えたかっただけなのに、言語化したらそれが驚くほどしっくりきて、胸にすとんっと落ちてえぐれていた溝にはまった。

　なるほど。愛理に対してコンプレックスを持っていたのは、根底にこれがあったからか。

「日比谷さんは、頑張り屋さんだからな。俺は甘えたい願望はないからアドバイスはできないけど」

　努力は惜しまないようにしている。理解してもらえているのが嬉しくて頬が緩んだ。

「俺で甘える練習してみたら」

「浅染さんに？　甘える？　私が？」

　突拍子もない提案に驚いてだんだん声が大きくなっていき、最後の『私が』に至っては大袈裟に自分を指差しした。

「ちょっと馬鹿にしてる？」

　浅染さんが呆れた言い方をしたので、そうじゃないと大きく手を振った。すぐに力強く手首を掴まれて何事かと身体がこわばる。

「さっき倒しそうになっただろう」

　マグカップに目配せをしたのを見て、ふっと緊張が解けた。

　自身の落ち着きのなさが恥ずかしい。ばつが悪くなって顔が火照った私の手を浅染さんがそうっと放す。

「俺からしたら、日比谷さんは頼れる存在じゃなくて、守ってあげたくなる対象だよ」

「……ありがたいです」

　照れて敬語になった私を見て、浅染さんは子供へ向けるような穏やかな顔で笑う。優しさに包まれて心が温かくなった。

　浅染さんといる時って気が緩むから、普段は気をつけているそそっかしい部分がもろに出る。でもダメなところを晒しても受け止めてくれるし、まあいいかと、気を入れ直したりしない。

　それって、浅染さんには甘えているのではないのか。

　衝撃的な事実に気づいてから胸はずっととくとくと、いつもより少し大きな音を鳴らしていた。
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　初恋の消失を実感したあの日、浅染さんと日が暮れるまで過ごしてから帰宅した。愛理と豪は一応仲直りをしたようで、迷惑をかけて申し訳なかったとふたりから頭を下げられた。

　雨降って地固まるというように、何事もなく仲良くしてもらえたら私も嬉しい。

　愛理のチーズケーキ、美味しかったな。

　バレンタインデーの今日は、ブラウニーをあげると言って昨晩オーブンレンジで焼いていた。仕事で疲れ、帰宅してさっさと寝た私と本当に一卵性双生児なのかと疑念が浮かぶほどマメである。

　千堂商事では義理チョコ文化は廃止されているとはいえ、本命チョコや、日頃お世話になっている人へ渡すのはあたり前に自由だ。

　私は入社して以来誰にもあげてはいないが、友チョコは貰うのでホワイトデーにお返しはする。

　多忙で心に余裕のない空気が流れていた営業部も、今日は朝からどこか浮ついた雰囲気があった。

　楽しそうでなによりだ。私もイベントにあやかって、売れ残りのチョコレートを値引き価格で購入しに毎年デパートへ足を運んでいる。

　もちろん人気商品やバレンタイン限定商品は完売しているけれど、あの人込みのなかに飛び込んでいけるような熱意は持てない。

　明日は土曜日なので、開店時間を少し過ぎたくらいにデパートに行こう。リップグロスがなくなりそうだから、ついでに新しいのを買いたい。

　資料室へ向かいながら楽しい休日の過ごし方をシミュレートし、部屋へ入ってずらりと並んだファイルを前にして息をついた。

　みんな忙しそうだから声を掛けづらかったとはいえ、やっぱりお願いすればよかった。手が届かないし、重たいからひとりで持てるか不安だ。

　部屋の隅に置いてある小さな脚立を棚の前に置き、よいしょっと上に乗る。

　足元のふらつきにびくつきながらファイルを幾つか胸に抱え、一段ずつ慎重に降りようとしたところで扉が開き、浅染さんが入ってきた。

「あれっ、浅染さ――」

　顔を動かしたことで体重のかけ方を誤り、身体が後方へぐらっと傾く。手からファイルが滑り落ちて大きな音が耳をつんざいた。

　私はというと、床に叩きつけられる直前で浅染さんに抱きかかえられていてどこも痛くない。むしろ私の下敷きになっている浅染さんの方が痛そうだ。

「ごめん！　大丈夫？」

　すぐに上からどこうとしたが、浅染さんの長い腕がお腹にがっちり巻きついて離れられなかった。
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「俺は平気。日比谷さんは？」

「私はなんともないよ！」

　だんだんと落ち着きを取り戻し、自分がどんな状況に置かれているのかを理解すると、ドクンドクンと激しく拍動する音が全身に響いた。

「危機一髪だったな」

　安堵の溜め息が肌をくすぐり、うなじの辺りがぞくっとした。

　浅染さんは「よっ」と声を発すると私の脇に両手を差し込んで、立ち上がるように促す。下から持ち上げてもらったのでなんなく動けたが、どこかに掴まらないと体勢を整えられない。どうしようもないので肩に手を置かせてもらい、また転ばないようにと慎重に起き上がった。

「本当にごめんね。助かったよ」

　まだ心臓がドキドキしている。胸に手を置いて深呼吸をしていると、浅染さんが散らばったファイルのひとつを手に取る。

「これいるの？」

「いるよ」

　浅染さんが不思議そうな顔をしているので間違えたかもしれないとファイルを覗き込んだが、やはり必要な資料だった。

「前にも同じ作業していなかったか？」

「よくそんなこと覚えてるね」

　浅染さんは「まあね」と短く返事をして、他のファイルもぱらぱらとめくった。

「一度や二度やったくらいでは覚えられないの」

　昔からそうだ。それが分かっているから、また見返す時用にメモ書きを残すようにしている。

「それはそうだな」

　いまだに転んだ衝撃を引きずっている私に代わって脚立を片付け、ファイルを全部持ち、何事もなかったように振る舞う姿は飄々としていて頼もしい。

「ほら、行くよ」

　ぼんやりと眺めていると、扉の前で呆れた眼差しを向けられてきょとんとした。

「なにか取りに来たんじゃないの？」

「違うよ」

　無表情で返されて、頭の中に疑問符が浮かぶ。

　ひとまず浅染さんに続いて外に出て、歩きながら浮かんだ答えをぶつけてみた。

「もしかして、手伝いに来てくれた？」

「そうだね」

　感情が読み取れない声音だ。どんな顔で会話をしているのかと隣を見上げると無表情で見返される。

「なに？」

「ううん、ありがたいなぁって」

「どういたしまして。次からは誰かに声かけなよ。言いづらいなら俺に頼めばいいから」

「……うん、そうするね」

　優しさに触れて心が温かくなるのと同時に拍動が強くなった。浅染さんが周りをよく見ていて、さりげなく手を差し伸べられるのはもとからだ。

　だから、特別扱いされていると思うなんてただの勘違い。

　頭では分かっているのに心臓は通常運転に戻ってくれない。自分の感情に戸惑っていると、正面から平さんがやってきた。

「おー、いたいた」

　浅染さんに用事かと思いきや、私の前に来るなりビジネスバッグから長方形の箱を取り出した。

「ハッピーバレンタイン」

「へ？」

　予想外の出来事に間抜けな声が出た。

「渡せてよかった。俺これから、お客さんのところに行かないといけなくて」

「そうなんですね。お気をつけて」

　じゃなくて、これはどういう意図なのか。

「あの――」

「じゃあ行ってきまーす」

　聞こうとしたが、平さんは元気な声と笑顔で場から離れていってしまう。後ろ姿を見送ってから、浅染さんに意見を求めた。

「これって、友チョコ？」

「俺は平から貰ったことないけど」

「謎すぎる……」

「好きなんじゃない？　沙莉のこと」

　情報量が多すぎて一瞬頭が真っ白になった。石像のように固まったまま身動きが取れない。

「冗談だよ」

　感情がもろに顔に出ていたのだろう。浅染さんが淡々とした表情で場をとりなした。

「……びっくりした」

　今、沙莉って言ったよね？　サリーって伸ばしていなかったよね？　聞き間違い？

「そういえば土日、バー休みだってね」

「そうなの？」

　まだ混乱が続く中で会話は流れていく。浅染さんのペースについていくのに必死だ。

「マスター、インフルエンザだって」

「ええっ！　大丈夫かな」

「彼女と同棲しているから、食事とかは大丈夫なはず」

　同棲しているなんて初耳だ。

「さっきから情報過多……」

「さっきから？」と首を傾げた浅染さんを、なんとも言えない気持ちで見つめる。

　先日喧嘩をした穴埋めだと言って、土日の両方とも豪がうちに来て結婚式の相談をすると愛理が話していた。

　だからできる限り家にいたくないのだ。部屋にひとりでいても、何故かふたりは私を呼んで一緒に過ごそうとするから。

　豪へ気持ちがあるから気が進まないとばかり思っていたけれど、今も面倒だと感じるのは、単純にふたりの結婚式に興味がないからなのだろう。

　前に浅染さんに、『日比谷さんってしっかりしていそうなのに、案外抜けているのかもね』『だって、自分の気持ちに気づかないくらい、鈍感ってことだろ』と言われたことがようやく腑に落ちた。

「家にいたくないし、別のバーにでも行ってみようかな」

　顔を正面に戻してぽつりと呟くと、浅染さんが歩みを止めて視線を上の方へ投げた。それから一拍置いて、まじまじと私を見つめる。

　お互い様なのだが、自分の意思で見つめるのとでは状況が違うので緊張する。

　見慣れてきたと思っていたけど、やっぱりカッコいい。

「うちに来る？　日比谷さんが興味ありそうな、参考書やビジネス書があると思う」

　見惚れているところへとんでもない提案をされ、おそらく私の動揺はダイレクトに伝わったはずだ。それでも浅染さんは目を逸らさずじっと見てくる。

　耐えきれなくなって私が先に目を伏せた。

「えっと」

　一人暮らしの男性の部屋へ行くという意味について、たぶんここで考える必要はない。浅染さんはそういう人ではないし、私たちの間に信頼関係もある。

　だから誘ってくれた彼に対してマイナスな印象を持たないし、私が快諾しても同じように受け取ってくれるはず。

　いいよね、別に。単純に本がどういうものなのか気になるし。

「行く。お昼くらいでもいい？」

「ご飯はどうする？」

　清々しいほどさっぱりした反応だ。距離が近くなった時に意識しているのは私だけのようだし、ここまでくると女として見られていないのかもしれない。

「デパ地下のお弁当でもいいなら買っていく。用事があって、寄ったあとに行くから」

「助かる」

　浅染さんの食の好みはなんとなく把握しているし、当日適当に選べばいいよね。

　こうして、思いもよらず浅染さんの家へ遊びに行くことが決まった。
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　十一時ちょうどにデパートに着いて、目星をつけてあったリップグロスと、好きなブランドのチョコレートとお弁当を買い、浅染さんに駅まで迎えに来てもらってマンションに到着した。

　１ＤＫの部屋はコンクリート壁にウォールナット床で、家具と家電は黒とグレーで統一され、それだけでお洒落な雰囲気がある。ただ、思っていたより綺麗に片付けられていなかった。

　世間話をするなかで整理整頓や家事全般ができないと聞いていたとはいえ、仕事ができるイメージが強かったので謙遜しているだけと聞き流していた。

　本当に苦手だったんだ……。

　不衛生というわけではなく、物が山積みになっており、宅配物の段ボールや紙袋が開封されないまま隅に置かれている。

「散らかっていて悪い。これでも、日比谷さんが来るから掃除したんだ」

　少しだけきまり悪そうに言う姿にくすぐったいような気持ちになる。

　お弁当を食べてお腹いっぱいになると、どことなく漂っていた緊張感が和らいだ。

「本棚見てもいい？」

　返事の代わりに先に立ち上がった浅染さんの背中について行く。部屋の隅にある本棚にずらりと並ぶ本はどれも難しいタイトルばかりで、高学歴と噂で聞いていたとはいえ、ここまで勉強熱心な人だったのかと純粋に驚かされた。

「今でも勉強したりする？」

「もちろん。取りたい資格もたくさんあるし、どれだけ時間があっても足りない。日比谷さんもそうだろう？　マスターが、沙莉ちゃんは飲んだくれているわけではなく、作業している日もあるって話していたよ」

　思いもよらぬところから話が漏れていて気恥ずかしくなる。

　でも、飲んだくれって。ひどく酔っぱらった記憶はないのだけれど。

「私は知識が足りていないから、補わないと」

「足りてないなんてことはないだろう。まあ、向上心は大切だよな」

　仕事や勉強ができる人だって、すべてが生まれ持った能力じゃないんだよね。日々の努力の結果なんだ。

　自分と重ねるのはおこがましいかもしれないけれど、それでも似た部分があるのを知って嬉しい気持ちが全身に広がっていく。

　……私、浅染さんが好きなんだろうな。

　そう結論付ければ、ひとつひとつの場面で名前を付けられなかった感情が、嫉妬や戸惑い、喜びだと説明できる。

　初めに豪への想いを曝け出し、取り繕うことなく自然体で接してきたから、浅染さんの隣で過ごす時間は息がしやすかった。

　そしてこんな自分を受け入れて肯定してくれるから、自信がなかった私でも前向きに考えられるようになってきた。

「平が日比谷さんに仕事を任せる気持ち、分かる」

「私は分からないけど……」

　書籍に落としていた目線を上げる。浅染さんは本棚の上部を眺めていて、綺麗な顔のラインだな、と感嘆の溜め息がこぼれそうになった。

「丁寧で見やすいし、正確で安心感があるから、日比谷さんにお願いすれば間違いないだろうって思う。仕事に性格が出ているよね」

　浅染さんの微笑に見入り、はっと我に返って急に心臓がドキドキと駆け足になった。

　こんなふうに優しい顔で自分の話をされたら勘違いしそうになる。

「でもここ最近は日比谷さんに頼んでないよな。忙しいから、さすがに断ってる？」

　浅染さんは一冊の本を引き抜いて、手に取るとこちらを不思議そうに見た。

「真野さんに相談したら、平さんのアシスタント……深谷ふかやさんと情報共有したらどうかってアドバイスを受けたの。今まではそれすらも深谷さんの負担になると考えていたけど、逐一報告するようにしたら、深谷さんが平さんのタスク管理もするようになって。早めに対処するようになったみたい」

　深谷さんいわく、平さんは事務作業が苦手というより時間の使い方が下手なのだとか。

「よかったじゃん」

「浅染さんのおかげだよ。平さんを甘やかしているんじゃないかって、客観的な意見をくれたから気づけた」

　浅染さんは「あー……」と歯切れの悪い声を出す。

　なにかあるのかとまじまじと見つめると、浅染さんはばつが悪そうに笑った。

「あれはただ、平が羨ましいという、よこしまな理由だよ」

「羨ましい？　俺だって忙しいんだから、手伝ってくれ、みたいな？」

「そういうのじゃなくて」

　じゃあどういうのだろうと、分からなくて唸りそうになっていると、浅染さんはもう一冊本を手に取った。

　さっきご飯を食べながら、苦手な作業だと相談した分野のものだ。

「日比谷さんに手伝ってもらえるのが、ってこと」

　刹那の間に様々な憶測が脳裏に飛び交ったが、口にして確認するのははばかられる。

　浅染さんは自身の発言を掘り下げず、パソコンが置いてあるテーブル前のソファへ移動した。立ち尽くしているのは不自然なので私も隣に座ったが、息が詰まるくらい鼓動が全身に音を響かせている。

　もしかして浅染さんも、私を特別視してくれている……？

　浅染さんの言葉が頭から離れなくて、それについてばかり考えてしまう。それでもせっかく私のために時間を使ってテキストの解説をしてくれているので、雑念を振り払ってなんとか勉強に専念した。

　一時間ほどみっちり数字や文字と向き合ったあと、浅染さんが欠伸をしながら背伸びをする。

「だめだ、眠たくなってくる」

　リラックスしている姿に私まで気が抜ける。くすりと笑って立ち上がり、そのままにしていた食べ終わった容器と割り箸をもって、カウンターキッチンへ入った。

「ありがとう。珈琲入れようか」

　あとに続いた浅染さんはお湯を沸かし、インスタントのドリップバッグをマグカップにセットした。

　とくに交わす言葉はなく、静かな部屋にケトルの音だけがささやかに響く。

「そうだ、フルーツ大福食べる？　本当はチョコを買うつもりだったんだけど、貰いものもあるし、たまたま見かけて美味しそうだったから、そっちにしたんだ」

　というのも本当だし、浅染さんにバレンタインになにかあげたかったのも本音だ。自己満足すればいいので意図が本人に伝わらない方がかえって都合がよかったし、フルーツ大福はうってつけだった。

　沸騰した合図のケトルの電子音が鳴り、浅染さんが手に取る。

「貰っていいなら食べたい」

「苺、白桃、キウイのどれがいい？」

「日比谷さんは？」

「うーん……白桃かな」

　お湯を注ぎ終えた浅染さんは、ふっと柔らかい笑顔になった。

「なんで笑ったの？」

　食器棚からお皿を出してくれたので、箱からひとまず白桃大福を取り出す。

「桃が似合うなと思って。俺は苺がいい」

　よく分からない理由だが、悪い気はしないし、むしろ嬉しくて鼓動が速まったのでさらりと流しておいた。

　手分けしてテーブルへ運び、スイーツは別腹と言わんばかりにぺろりと平らげた。

「平からのチョコは食べたの？」

「まだだよ。会社のデスクに入れてきたから、月曜に早速いただく」

「ふーん」と気のない返事をする浅染さんが、昨日たくさん貰っているのを私は知っている。

　その中に本命も紛れ込んでいるはず。別れたばかりだけれど、新たな恋をする気はあるのだろうか。

　考えると胸の辺りがもやもやしてじっとしていられなくなり、ほとんど珈琲が残っていないマグカップを手にする。

「入れ直す？」

「あ、うん」

　お腹はいっぱいなのに反射的に頷いてしまった。

「さっきので最後だったんだよな。この前届いたの、どこに置いたっけ」

　キッチンに入った浅染さんを追いかけて、一緒に探そうと周囲を見回す。

「もしかして梱包されたまま？」

「そうだな、出していないと思う」

　母性本能をくすぐられるような、平さんとは違った意味で放っておけない気持ちにさせられる。

「会社では完璧な浅染さんが、プライベートではこんなだと知ったら、みんなびっくりするよ」

「幻滅される？」

「私はしないけど」

　むしろ人間味があっていい。

「それならいいよ。どうせ会社の人間に素なんて見せない」

　思いもよらぬ会話の流れになり、胸がよく分からない感情でいっぱいになって息継ぎがうまくできない。

「どこにいったんだ」

　ひとり言をのんびりとした口調で呟く浅染さんを背にして、火照った頬を隠す。

　どうしよう。動揺しているの、気づかれていないよね？

　言葉の裏になにか隠されているのではないかと、どうしても期待しちゃう。

　私が幻滅しないならそれでよくて、加えて私以外に素の姿を見せる気はないって、誰だって期待してしまうのでは？

　ダメだ、どんどん体温が上昇していく。一旦頭から切り離そう。

「珈琲じゃなくてもいいよ？」

　背を向けたまま平静を装って言うと、「いや」と返ってくる。

「俺が飲みたいんだよ。探すの手伝って」

　会社だったらこうやって誰かに手助けを求めたりしない人だ。計算なしでギャップ萌えをさせてくるから、心臓が幾つあっても足りない。

　胸に手をあてて静かに深呼吸を繰り返す。浅染さんは大きな物音を立てながら目当てのものをずっと探している。

　開封されている段ボール箱の中に紙袋が幾つかあったので、何気なく覗き込んだ瞬間、息ができなくなった。

　これって、いつかの女性社員たちが噂をしていた婚約指輪？

　深い藍色をした正方形の箱には、誰もが知っているブランド名のロゴが刻印してある。こんなところに、乱雑に保管しておいていいような代物ではない。

　こんなに素敵なものをあの人に……。

　うろ覚えな浅染さんの元カノの顔が脳裏に浮かんで、苦痛がぐいっと水位を上げて身体の内側を覆いつくした。息継ぎができなくて、苦しくて、この場にうずくまりたいくらいだ。

　事実だと頭では理解していたけれど、心のどこかで違うかもしれないと思っていたところがあった。そうすることで胸のなかでくすぶる不満をうやむやにできたから。

　こんなふうに目の当たりにする羽目になるんだったら、早いところ現実から目を背けず見つめればよかった。そうしたら、心が壊れそうになるほど苦しまなかったかもしれないのに。

　八年も付き合っていたのだし、結婚を考えるのは自然な流れだよね。

　婚約指輪を処分できていないのだからまだ元カノを引きずっているはずだし、この部屋に何度も遊びに来ていただろうから、思い出がたくさんありすぎて簡単に風化させられないはず。

　浅染さんにとって私はただの気が許せる友人で、それ以上でもそれ以下でもないのだろう。

　……豪と私の関係性にそっくりだ。それなのに私ったら、浅染さんも同じ気持ちでいてくれているかもしれないだなんて、自惚れもいいところ。

「あった。なんでこんなところに置いてあるんだ」

　浅染さんは疲労を滲ませた声色で溜め息を吐く。

「ひとまず、ネットで買ったものは、段ボール箱から全部出した方がいいと思うよ」

「そうするよ」

　抑えきれない焦燥感からついきつい言い方をしてしまった。しかし浅染さんは気に留めた様子はなく、さっぱりとした声だ。

　それがまた虚しさを引き連れてきて、胸が圧迫されて息が詰まった。

　勝手に期待して、失望して、感情的になって態度を変えるなんて子供みたい。本当の私はみんなが言うようなできた人間ではないのだ。

　……嫌だな。好きな気持ちを知られて、今の関係が壊れたら。

　今ならただの同僚に戻れるよね。豪の時だって十年近く好意を悟られなかったもの。

　浅染さんの少しうしろに立ち、触れたくなる背中を眺めながら、この恋は心の奥底にしまうことを密かに決意した。

















恋の終わり












　業務は順調に進み、営業部のみんなに穏やかな時間が戻ってきた三月初旬。

　浅染さんの部屋を訪ねたのは一回きりで、そのあとは誘われてもやんわりと断り、バーで飲む関係が続いている。

　私の気持ちに気づかれてはいないと思うけれど、心の奥に鍵をかけて閉じ込めたままの想いは行く先をなくして苦しんでいる。

　豪の時のように何年も引きずったらどうしよう。想像しただけで溜め息がこぼれそうになる。

　午前の休憩時間になり、首をぐるりと回した。

　先月から気になっていた肩こりが本格的にひどくなってきて、影響で頭痛も出てきた。

　結局愛理にはどこのマッサージ店がおすすめか聞けずにいる。結婚式の準備で忙しそうで、なんとなく聞きづらい。

　朝に鎮痛剤を内服したのにまだ微妙にずきずきと頭が痛む。お昼までもう少し様子をみてみよう……。

　デスクの引き出しから貰ったチョコレートの箱を手に取ったところで、ちょうどこれをプレゼントしてくれた平さんがやってきた。

「サリーちゃん」

「お疲れさまです。どうしました？」

　蓋を開けて可愛らしく整列するトリュフのひとつを掴み、口の中に放り込む。

　疲労困憊で癒やしがほしいという時にだけ食べ、残りはとうとう二個になってしまった。

「まだ残っていたんだ。美味しくなかった？」

「ひがいまふよ」

「なんて？」

　口の中にチョコレートがあってうまく話せない。だからといって急いで食べるのは勿体ないので唇を指差して、あとは表情で分かってもらおうと顔を動かした。

　平さんはおかしそうに白い歯を見せて笑う。

「まあいいや。サリーちゃん最近肩が痛そうだから、大丈夫なのか心配になってさ」

　平さんって本当に視野が広い。浅染さんもそうだし、やり手の営業は観察力がないと務まらないのだろうか。

　余韻を残して溶けていったチョコレートを名残惜しく感じながら、特に痛みを感じる左肩に手を置いた。

「それが、大丈夫じゃないんですよ。ここまで痛くなったのは初めてで、どうしようって、困っていて。湿布は毎日貼っているんですけど、どんどんひどくなっている気がするんです」

「あー、それは辛いね。俺もこり性でさ。長く通っている病院があるから、教えようか？　リハビリや、痛みを取る注射とかもやってる」

「教えてください！」

　前のめりになった私を平さんは優しい目つきで見たあと、近くにある使用していない椅子を持ってきて正面に座った。

　スマートフォンを操作して病院のホームページを開き、私へ画面を向ける。

　検索したらすぐに出てきたのでブックマークに入れた。

「そういえばさっきのチョコの話ですけど、すっごく美味しかったです」

「よかった。俺甘いもの食べないから、どんな味がするのとか分かっていなくてさ」

　どういう経緯でくれたのか聞いていないが、おそらくまた取引先に貰ったものだろう。

「バレンタインに貰ったものは、どうしているんですか？」

「食べられないことを伝えて、うちの母親にあげてもいいのならって了解を得たうえで、受け取っている」

　予想の斜め上をいく回答だ。

「でも甘いものが苦手なのが知られているみたいで、チョコじゃなくて珈琲とかくれる子が多い」

「平さん珈琲好きですもんね」

「そうそう」

　モテる男はすごい。謙遜せずに事実として淡々と話している。

「サリーちゃんは誰かにあげたの？」

　浅染さんと一緒に食べたフルーツ大福がぱっと頭に浮かんだが、無理やりかき消してにっこり笑う。

「私は毎年誰にもあげませんね」

「そうなんだね」

　なにかを考えるように、視線を宙に投げた平さんを静かに観察する。

　平さんは浅染さんと飲みに行ったりするのかな。たまにある部署の飲み会ではけっこう飲んでいたし、お酒は好きなはず。そうだ、平さんへのお返しはクラフトビールのセットにしよう。

「ところで、病院って仕事終わってからでも間に合いますか？」

　平さんが小さく唸る。

「ここすごく混むんだよ。病院じゃないけど、おすすめの接骨院もある」

「ぜひそこも、教えてください」

　言い終えたあと自分で笑ってしまうほど声に力が入っていた。藁をも掴む思いなのだ。平さんもくすくすと笑っている。

「えっとね、ここなんだけど」

　平さんが傾けたスマートフォンの画面を見ようと距離を詰めたら、勢い余って膝同士がぶつかった。

「ごめんなさい」

　必死さが前面に出てしまって今更ながら恥ずかしくなる。突発的な接触にも動揺して平さんに顔向けできなくて俯いた。

「ねえ、サリーちゃ――」

「平、ちょっといいか」

　改まった口調の平さんの言葉を打ち消したのは、もうだいぶ耳に馴染んだ声だった。顔を上げた私に目もくれず、浅染さんは平さんだけを注視している。

「どうした？」

「深谷さんが休憩終わったらすぐ来てほしいって。たぶんドラフトが上がったから、一番に確認してほしいんだと思う」

「さすが早い」

　ふたりの会話を尻目に椅子から腰を浮かす。平さんが目配せしてきたので、会釈をして場から離れた。

　休憩室にある自動販売機でミネラルウォーターを買い、急いで戻るともうふたりの姿はない。薬を飲んだところで休憩時間の終わりを知らせるチャイムが鳴る。

　間に合ってよかった。平さんに病院と接骨院を教えてもらえたから、気持ちに余裕が生まれて心なしか肩が軽くなった気もする。

　まだ一日は始まったばかりだ。さあ、頑張ろう。

　気合いを入れ直してパソコンのモニターと向かい合った。
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　一週間を乗り切った土曜日に早速教えてもらった接骨院へ行った。予約制ではないものの、平さんが朝一番に行けばほとんど待ち時間はないと言っていた通り、すぐに施術を受けさせてもらえた。

　身体はすっきりしたが慣れない体験で疲れたらしく、家に帰って昼食をとってから三時間近く眠りこけていて、目を覚ました時には十五時を回っていた。

　このままだらだらと過ごして一日を終えるのは勿体ないからと、浅染さんに借りた本を二階にある自室で読み込んでいると、リビングから騒々しい音が響いてきた。

　豪が来たらしい。しかもまた揉めているらしく、愛理の感情的な甲高い声がする。

　ここしばらくは仲良くやっていたのに今日はなにがあったのか。結婚式まであと一カ月となり、ふたりで暮らす部屋も決まって順調そうに見えていたのだけれど。

　集中力が途切れてしまった。声を掛けられても困るし、外に出るか……。

　気が進まないまま部屋着から白のニットとスキニーデニムパンツに着替え、チェスターコートを羽織った。バッグに本と筆記用具を入れて、ふたりに気づかれないようにそっと家から出る。

　数メートル歩いてから、「あっ」と立ち止まった。

　急いでいたので七センチのハイヒールを履いてきてしまった。さすがに疲れるので、これでは街中をぶらつくことができない。

　どうしたものかと途方に暮れてスマートフォンを握り締めていると、浅染さんからメッセージが届いた。

【これからバーに来ない？】

　首を傾げて画面をタップする。

【十七時オープンじゃなかった？】

　ランチ営業が終わったあとは準備中として一旦クローズするはず。

【マスターに連絡して開けてもらった】

「え、自由すぎる」

　思わず声がこぼれる。

　私もマスターと仲がいいはずだけれど、浅染さんとは男同士だからかそれ以上の仲だ。

　ここまで頻繁に通っているのに、これまでどうして遭遇しなかったのだろう。……彼女と別れたから時間を持て余して、行く回数が増えただけなのかな。

　胸の辺りがもやもやとしてきたので大きく深呼吸をする。冷たい空気で心を静めさせてから返事をした。

【今から行ってもいい？】

【いいよ、待ってる】

　ありがたい。これでゆっくり過ごせる。

　早速向かうとドアにはクローズのプレートがかかっていて、本当に入っていいのかと緊張しながら押し開ける。奥へと歩みを進めると、カウンター席に浅染さんの姿だけがあった。

「マスターは？」

「奥で休んでる。日比谷さんの飲み物だけ用意してもらった」

　カウンターテーブルを眺めると、グラスの中で白い液体がぱちぱちと泡を弾けさせている。

「私が一番好きなやつだ」

「さすがマスターだね。沙莉ちゃんには、シャンパンを出しておけば間違いないってさ」

　浅染さんはマスターの言葉を伝える時に『沙莉ちゃん』を使うのだが、ドクドクと鼓動が異常に速くなるので、かなり心臓に悪い。

　どうにか落ち着こうとグラスをかかげて乾杯を催促すると、浅染さんはそっとグラスをあててきた。

　シャンパンの香りをすうっと吸ってからグラスに口付ける。炭酸が身体の中心を通っていき心身が癒やされていく。

「美味しい。幸せ」

　浅染さんは隣で静かにウイスキーをストレートで飲んでいる。

「今日ね、平さんに教えてもらった接骨院に行ってきたの」

「よくなった？」

「うん。痛みが和らいだ」

　すごくびっくりして誰かに共有したかったので、こうして報告できたのが嬉しい。

　浅染さんはなにか言うわけでもなく、これまでに見たこともないくらい優しく微笑んだ。言葉がなくても『よかったな』という声が聞こえてきそうで、胸がトクトクと穏やかに鳴る。

　持ってきた本を開く暇もなく会話は続き、グラスは空になってしまった。休んでいるマスターを呼ぶのも悪いので、オープンまであとどれくらいかスマートフォンで確認すると一時間ほどあった。

　私の行動から察したらしい浅染さんが、自分のグラスをこちらへスライドさせた。

「ひと口飲む？」

「えっ、あ、うん」

　これって間接キスになる。でも浅染さんは気にしないか……。

　すぐそばで飲んでいるところを眺められるのは恥ずかしくて、グラスを持つ手が少し震えた。

「ありがとう。けっこうきついね」

「まあね。日比谷さんは、柔らかいものをごくごく飲みたいよね」

「うん、そう」

　私の嗜好を理解しているのが嬉しくてくすぐったくて頬が緩む。

　先ほど時間を確認した際に、テーブルに置きっぱなしにしてあったスマートフォンが振動した。

　愛理からメッセージが届いていて、文章に目を通す。

【来週の土日どっちかで温泉に行かない？　肩こりにも効くよ】

　唐突だ。それに、家で直接誘えばいいのに。豪と喧嘩でもして、憂さ晴らしをしたくなったのかもしれない。

「温泉かぁ」

　ぽつりと呟くと、浅染さんが首を傾げる。

「温泉がどうかした？」

「肩こりに効くから一緒に行かないかって、誘われて。でも来週って……」

　ホワイトデーが金曜日で、その翌日ということだ。豪と過ごさなくていいのか心配になる。

「来週は難しいはずだ。あいつ金曜日に会食が入っているし、翌日は二日酔いだろう」

　会話が噛み合っていなくてぽかんとした。

「ん？　誰の話？　妹に誘われたんだよ」

「……妹さんか」

　珍しく表情を硬くさせて、歯切れの悪い話し方をした。答えを待ってみたが返事はない。

　浅染さんがあいつ呼ばわりして、金曜日に会食って、平さんだよね？　えっ、もしかして平さんといい感じになっているって誤解されている？

　そうだとしたらショックだ。仲のいい平さんと私の交友について、なんとも思っていない証拠だから。

　こうやって一緒にいると、自分の気持ちにまったく蓋ができていないのを痛感する。

　意気消沈している私の横で、浅染さんはなにを考えているのか分からない沈黙を続けている。

　いや、なにも考えていないのかも。

　手持ち無沙汰になり、愛理に了承の旨をつづったメッセージを送る。日帰りなら予定をキャンセルにできるし、どうにでもなる。

　そのままネットサーフィンをして時間を潰していると、今度は浅染さんのスマートフォンが着信を知らせた。

「はい」と応答したあと、電話口の向こうから女性の声がした。内容までは聞き取れないものの、受け答えする浅染さんの砕けた口調からして親しい間柄なのが分かる。

「待って、それなら今日――」

　言いかけて慌ただしく席を立ち、そのまま速足でドアの方へ移動する。

　ざわざわと胸が騒ぎ、嫌な予感がぬぐえない。

　今日、なんだというのだろう。

　戻ってきた浅染さんは席に座らず、眉尻を下げた顔で私と向き合あった。

　ああ、帰っちゃうんだ。

　そんな言葉が胸に浮かんで沈む。

「悪い、急用ができて行かないといけなくなった」

「そっか」

　それ以上言葉が出てこない。

「俺から誘ったのに、本当にごめん」

「いいよ、気にしないで。行ってらっしゃい」

　頑張って口角をぐいっと上げると、浅染さんは申し訳なさそうにしながらも残りのウイスキーを飲み干して、足早に店から出ていった。

　心をかき乱されはしたけれど幸せな時間だったし、余韻もなく突然終わりを迎えて放心状態になる。

　しばらくぼーっとしていると、奥からマスターが顔を覗かせた。

「沙莉ちゃんいらっしゃい。あれ、久高は？」

「用事ができたみたいで、帰った」

「せっかく沙莉ちゃん来たのに。あれ、これ忘れてるな」

　マスターが浅染さんのグラスを掴んだ体勢で動きを止める。今までまったく気づいていなかったが、テーブルの上にお札が一枚と電子タバコが置かれていた。

「よほど急いでいたんだな。沙莉ちゃんなにか飲む？　食べる？」

「えっと……」

　逡巡して、唾をごくりと飲む。

「私も帰っていい？」

「いいよ。久高に呼ばれて来たわけだし」

「マスターって優しいよね」

　しみじみと言うとマスターは大口を開けてけらけらと笑った。他のお客さんがいたらしない仕草だ。

「浅染さんのタバコ、私が預かってもいいかな？」

　マスターは豪快な笑顔を、ゆったりと優しい微笑みに変えた。深い意味はないと思うのだけれど、心を見透かされているようで照れくさい。

　会計を済ませて外に出るとまだ辺りは明るかった。冬の終わりが近づいているのを肌で感じてどこか寂しさを覚える。

　季節は移ろいゆくのに、私はいつまでも成長できずにいる気がしてならない。

　電子タバコを忘れているのを知らせようと電話をかけてみたが応答はなかった。

　マンションに遊びに行った時、自分の部屋だとリラックスするせいか吸う頻度は高かった。これがないときっと困るはず。

　着くまでに折り返しの連絡がなければ、ポストに入れてメッセージを送っておけばいいよね。

　徒歩十五分ほどの道のりをゆっくり歩きマンションに到着した。もう一度だけ電話をかけてみたがやはり出ない。

　えっと、浅染さんの部屋番号は――。

「きゃっ」

　声がした方に顔を向けると、十メートルくらい先で女性が道路にしゃがみこんでいた。そばにはビニール袋と、食材などが地面に散らばっている。

　駆け寄ると、ビニール袋の取っ手部分が破れているのが目についた。

　いきなりビニールがちぎれて、中身をぶちまけた感じか。

「手伝いますね」

　女性はものを拾い集めるのに必死になっていたようで、私の声掛けに驚いて「ひゃっ」とまた声を上げた。

「驚かせてすみません」

「いえいえ、ごめんなさい。助かります」

　女性は綺麗な顔をくしゃっとさせて笑った。

　野菜と肉以外にビールやハイボールなどの缶もたくさんあって、かなり重そうである。これなら破けてもおかしくない。

　取っ手がないのにどうやって運ぶのかと心配していたが、女性は胸に荷物を抱いて立ち上がった。

　両手が使えなくなるけれど、それで大丈夫なのだろうか。

　こちらの不安をよそに、女性はビニール袋が似合わない華やかな笑顔をたたえて私に向き合う。

「ありがとうございました。よかったらどうぞ」

　袋から抜き取ったりんご一個を差し出されて呆気に取られる。

「あっ、こんなの渡されても迷惑ですよね。ごめんなさい」

　斜め上の行動に、すぐに反応できなかったせいで誤解させてしまったようだ。

「嬉しいです。りんご好きなので」

「よかった……どうぞ」

　安堵した様子の姿が可愛らしい。表情がころころ変わって、見た目の美しさとのギャップがとてもある人だと思った。

　女性とその場で別れてスマートフォンを確認したが、折り返しの連絡は来ていなかった。

　ポストに入れればいいと言いつつ、頭の隅ではもしかして会えるのではないかと期待していたので残念だ。一緒に過ごした時間が楽しかったから、反動で寂しくなっている。

　好きな気持ちが涸れることのない湧き水のように溢れてくるのは、もう仕方がない。しかし手に余る感情は胸を温かくするのではなく、切なさを引き連れてくる。

　よくないよね、この恋心は。

　もう一度だけ電話をかけてみる。コール音を響かせながら何気なく浅染さんの玄関ドアがある方を見上げると、先ほどの女性が歩いているのが見えた。

　その瞬間、喉を締めつけられるような苦しみに襲われる。呼び出しを続けていたスマートフォンの画面を急いでタップする。

　……どうして気づかなかったのだろう。あの人、浅染さんの元カノだ。

　ドクンドクンと心臓が不快な音を立てて全身を震わせる。

　足に根が生えたようにその場から動けずにいると、元カノを前にしたドアが開いた。

　中から現れた浅染さんの髪は濡れていて首にタオルをかけている。さすがに距離があるので表情を確認できないけれど、Ｔシャツに長ジャージという姿も合わせると、今シャワーを浴びたばかりなのだろう。

　元カノがなにか話している。それを聞いた浅染さんは奥へ引っ込み、元カノは追いかけるようにして中へ入った。

　ドアが閉まり、ふたりの姿が消えたマンションの外観は静けさに包まれている。まるで目にした光景が幻覚であったかのようだ。

　さっきあの人が落とした食材は、カレーか肉じゃがと想定できる組み合わせだった。

　浅染さん、カレーが好きなんだよね。ひとり分のカレーを作るのは難しいから、外食の時はよく食べると話していた。

　今から彼女が手料理を振る舞うのか……。

　よりを戻しているのならそう言えばいいのに、どうして黙っているのか理解に苦しむ。

　失恋した者同士として仲よくなった私への同情心なのか。そうだとしたら豪への想いは一ミリも残っていないと伝えたし、余計なお世話だ。

　怒りと悲しみは表裏一体と言うのはまさにこのこと。強いエネルギーがなければ悲痛をかき消せない。

　……帰ろう。浅染さんが自分の貴重な時間に誰と過ごそうが、私がなにかを言える立場ではない。ただの同僚のひとりにすぎないのだから。

















愛のあるところへ












　休日の間に浅染さんからメッセージと電話をもらったが、【電子タバコを預かっている】と、一文だけ送っておいた。そのあとに届いた雑談には返信していない。

　心に余裕がなくて自分勝手な対応をしたことに、今は猛烈に後悔している。

　これからも仕事仲間としてやっていかなくてはならないのに、みずから気まずくなるような振る舞いをしてどうするのだ。

　でもまあ、会社では基本的に話をしないから、なんとかやれるかな……。

　そんなふうに自身を元気づけ、他部署での用事を済ませて廊下を歩いている時だった。

「日比谷さん」と背後から呼び止められて、心臓に冷水をかけられたかのようにひやりとする。

　振り向くと、数メートル離れたところから浅染さんが近づいてくる。目を逸らさず真っ直ぐに見つめられて鼓動はどんどん速くなった。

「髪切ったんだな」

　ふたりを目撃してから胸のざわつきがひどくて夜も眠れず、居ても立っても居られなくなって衝動的に美容院へ行った。あんなに迷っていたのにバッサリ髪を切り、色をかなり明るいショコラベージュにした。

　ふさぎこみそうになっても鏡に映る自分を見たら気持ちを立て直せたし、ショートヘアが案外しっくりきて満足している。

「似合ってる」

「ありがとう」

　嬉しいのに、素直に喜べないのがしんどい。私にりんごを差し出してにっこり笑った彼女の、さらりと揺れたロングヘアが脳裏に浮かぶ。

　私は恋人じゃないから、どんな髪型にしてもいいんだよね。

「この前はごめん」

　真摯な態度で謝罪されて、かさぶたができかけていた傷がまた開いた。

　あの日の話はもういいのに。

「渡すのが遅くなってごめんね」

　一度周りを見回して、誰もいないのを確認してから電子タバコをポケットから取り出す。

「ずっと預かってくれて、ありがとう」

「なくて困ったよね」

「いや、家にも同じものがもうひとつあるんだ」

「えっ、そうなの？」

　だったらマンションまで行く必要はなかったのか。

　無駄な行動をした挙句、浅染さんの彼女と遭遇して最悪だ。

　差し出したものを掴んでスーツの胸ポケットにしまった浅染さんは、近い距離になっても相変わらず顔をじっと見てくる。

　なんだっていうのだ。もしかしてメッセージを無視したから、私の機嫌が悪いと思って様子見している？

「お詫びにごちそうさせて」

「気にしなくていいよ。私が勝手に預かっただけだし」

　笑顔を浮かべようとしても頬が引きつってうまくいかない。

「それもだし、俺から誘ったのに、先に帰ったから」

「本当に大丈夫だよ。律儀だよね、浅染さん」

「そうでもない。日比谷さんだか――」

　廊下の向こうから女性社員が歩いてきて、中途半端に話が途切れた。

「お疲れさまです」

　会釈をして浅染さんから離れる。女性社員は気に留めた様子もなく私の前を横切っていった。

　言葉の続きが気になりはしたものの、仲睦まじい姿をさらすのはリスクがありすぎる。それに聞かなくてよかったのかもしれない。

　これ以上あの日について触れられたら、心にできた傷口が化膿する。
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　ようやく木曜日になった。月曜日に浅染さんにお詫びをしたいと言われてから二回ほど飲みに誘われ、断った。

　交際相手がいても異性とふたりで会うような人だと思っていなかったし、それがきっかけとなって熱が冷めてきているのを自覚できている。いい兆候だ。

　バレンタインデーのお返しに、平さんに地ビールの詰め合わせを用意した。

　こんな重たいもの渡して迷惑になるかも。

　一抹の不安を抱きながらも渡さないという選択肢はないので、朝一番に平さんに紙袋を渡した。

「平さんこれどうぞ」

「ん？　なにこれ？」

「この前のお返しです」

　ちなみに今日はホワイトデー前日で、あえて当日は避けた。平さんは呆気に取られた顔をしていて、おそらく状況を理解できていない。

「お返しって、どれに対して？」

　返事には答えず、会釈してすぐ自席へ戻る。

　これだけでもかなり勇気のある行動なのだ。平さんはバレンタインデーに本命チョコを何個か貰っているらしいので、女性社員たちにあらぬ誤解をされては困る。渡したのは大きな紙袋だし中身がなにか特定もされづらい。

　友チョコのお返しは明日するので、これがホワイトデーのお返しとは断定されないだろう。そもそも私がバレンタインデーに平さんからチョコレートを貰ったとすら想像できないはず。当事者である私がいまだに行動の真意について分かりかねているくらいだし。

　ずっとどうしようかと気に揉んでいたので、無事にお返しができて肩の荷が下りた。

　業務は滞りなく進み、時間がずれ込むことなく昼休憩を取れた。真野さんとふたりでのランチを終えて、トイレで身だしなみチェックをしてから戻ろうと廊下を歩いていると「サリーちゃん」と呼び止められる。

「ちょっといい？」

　平さんのあとに続いて向かった先は、ひと気の少ない屋外喫煙所の近くだった。すぐ横にある階段を上っていけば外へ出られるのだが、使用する人はかなり少ないと聞いている。

「時間取らせてごめんね。連絡先知らないから、直接話をするしかなくて」

　社内でわりとよく話はするが、特に連絡先を交換する必要性がなかったので知らないままでいる。

「いいですよ。どうしたんですか？」

　こんな場所まで連れてきたのだから周りに聞かれたくない話だろう。少しだけ身構えた私に平さんは困ったような表情を作った。

「さっきの地ビールありがとう。あれって、バレンタインデーのお返しって意味かな？」

　平さんに貰ったチョコレートの箱を手にしていた時に、真野さんが『予約分だけで完売した人気商品じゃん！』と驚いていた。だから、客先に貰ったとかではないのだと早々に知った。

「そうです」

　平さんは瞳に複雑そうな色を浮かべる。

「ホワイトデーは明日だよ？」

「平さんモテるので、当日に渡して、女の子たちに勘違いされたら困るじゃないですか」

　率直な意見を述べると、平さんはますます弱りきった顔になった。

　もしかして、その日じゃないと意味がない、というイベントにこだわりがある人なのかもしれない。盲点だった。

「すみません、フライングしちゃって。でも日頃の感謝の気持ちを込めているので、受け取ってもらえたら嬉しいです」

　小さく頭を下げると、平さんは苦笑しながら後頭部に手をやった。

「まいったな。ここまで脈なしだとは」

　脈なしって……。

　私に仕事を多く振っているのを気にして、前みたいにお礼を兼ねて贈ってくれたのだと解釈していた。だって、彼の周りにはもっと素敵な女性たちがいるから。

　困惑していると、平さんは手をすっと下ろして真面目な表情になった。

「沙莉ちゃんのこと、いいなと思っているから」

　平さんが私を？　しかも今ちゃんと名前で呼んだ？

　まったく予想していなかった展開に戸惑って言葉が浮かばない。

「彼氏がいないのは知っているけど、好きな人はいる？」

　瞼の裏に浅染さんの顔が浮かび、胸がぎゅうっと締めつけられて窮屈になる。

「その反応はいるんだね」

　こういう時、嘘がつける性格だったらいいのにと思わずにいられない。平さんを見つめ返すと、いつもの人あたりのいい笑顔で返された。

　どう接していいのか分からない。それでもなにか口にしないと、と乾いた喉に唾を流し込んだところで階段からすっと人が現れた。内容が内容なので反射的に身体がこわばる。

　聞かれていなかっただろうかと人物を確認すると、まさかの浅染さんだった。

　屋外喫煙所に繋がる階段から来たってことは、会社でも吸っているのだろう。社内では絶対に内緒にしていると私が勘違いしていただけで、同じ喫煙者の人たちには周知の事実なのかもしれない。

　自分だけが知っているわけではないと分かり、勝手に心が傷ついている。

「おー、お疲れ」

　平さんは涼しい顔で挨拶をする。

「こんなところで、なにしてるんだ」

　浅染さんは訝しげに眉根を寄せる。会社ではクールな姿を徹底していると思っていたが、この様子を見る限り仲のいい平さんには素を出しているようだ。

「ちょっと大事な話があってさ。ね、沙莉ちゃん」

　おどけた口調で振られても、さすがに平さんの心情を考えたら笑えない。だって呼び方も〝サリー〟じゃないもの。

　腕時計で時間を確認すると、休憩はあと五分を切っていた。

「平さんすみません。そろそろ戻りますね」

「大事な休憩の時間だったのにごめん」

　首を左右に振って「大丈夫です」となんとか微笑む。それでは、と聞こえるか聞こえないかの声で言って足早に立ち去った。浅染さんの顔はずっと見られなかった。

　だって仲のいいふたりだから互いのことを分かりあっているはず。浅染さんが電子タバコを吸うのも、平さんが私へ好意を寄せているのも……。

　浅染さんが前に『好きなんじゃない？　沙莉のこと』と言っていたのは、冗談ではなかったんだ。

　言葉にならない様々な想いが胸の中でない交ぜになって、ぐちゃぐちゃになっている。そうかと思えば同じくらいの虚無感もあって、感情の動きがジェットコースターのように激しい。

　いつだったか愛理が言っていた。愛し愛されている幸福感だけではなくて、苦しくてつらい思いをするのも恋愛の醍醐味だと。

　でもこんなふうに自分の感情すらコントロールできなくて、振り回されるなんて私は嫌だ。

　フロアに戻り、辺りをぐるりと見回す。目に映る光景はいつもと変わらず、淡々と時間が流れているように感じた。

　就業時間となり雑念を振り払って仕事に集中しようと努力したが、私だけ空間に溶け込めていないような居心地の悪さがあって、胸の底にじわじわと汚い水が溜まっていくようだった。






　浅染さんとも平さんとも接触がないまま金曜日の夕方を迎えた。ホワイトデーの今日はバレンタインデーほどではなくとも浮足立った雰囲気があり、自分との温度差が際立ったせいか一周回って冷静になりつつあった。

　変えられないものはあたり前にあるし、努力したからってどうにかできるわけじゃない。

　どちらとの距離感も事が起きる前には戻れないけれど、受け止めて、新しい関係性を築いていかなければいけないよね。

　意識的に前向きに考えるようにして過ごし、浅染さんや平さんがホワイトデーのお返しを配っていたという噂話も右から左へと流し、ようやく定時を迎えた。

　ほっと息をついてスマートフォンを見ると、珍しく豪からメッセージが入っている。内容は今晩会いたいというものだった。

　明日は愛理と日帰りの温泉旅行に行く予定になっている。ここ数日、愛理の口からそれ以外の話題は上がらなかったが、豪からアクションがあったのできっとまた問題が起きているのだと思う。

　私も余裕がない。でも結婚式は目前だし、見て見ぬふりをした結果ふたりの幸せな姿を見られなかったら後悔する。

　場所を決めようと返信すると、すでにバーで食事をしていると返ってきた。

　別の場所がよかったのだがさすがに言い出せない。それにその気持ち以上に豪が心配になった。この時間帯に会社にいないってことは、多忙なはずなのに仕事を休んでいるのだ。

　一応愛理にメッセージを送り、必要があれば来てほしい旨を綴った。

　おそらく返事すらないだろうけれど。

　オープンしたばかりのバーには豪とマスターの姿しかなく、見慣れない光景にものすごく違和感を抱く。

　なんとなく今夜は飲まない方がいい気がして、温かいゆずはちみつティーにした。毎日考えることが多くてここ最近は食欲がなく、お腹はあまり空いていない。

「どうしたの？」

　浮かない顔をしている豪に私から切り出す。

「愛理に協力的じゃないと不満を伝えられてから、俺なりに頑張っていたつもりなんだ。それなのにこの前、決断ができないような優柔不断な人とは、この先やっていける気がしないって、ぼろくそに言われた」

　どうしてそういう状況になったのかなんとなく想像できる。豪の、自分より他人を優先しようとする優しさは、短所にも長所にもなりえるから。

　豪の嘆きは堰を切ったように溢れて止まらず、なにか意見するよりもいったんすべてを吐き出させるのがいいと判断して、ひたすら相槌を打つ。そうしているうちにドアベルが鳴って来客を知らせた。

　浅染さんじゃありませんように……という祈りは届かず、会社で見たままのスーツ姿が視界に飛び込んできた。

　良くも悪くも浅染さんとは縁がある。ここまで頻繁に遭遇するなんて、普通はない。

　浅染さんは一度も視線を合わさないまま私たちのうしろを通り過ぎて、奥のカウンター席に腰掛けた。

　気まずい。

　つい上の空になってしまった私の横で、豪は急に大きな深呼吸をした。

「ごめんな、こんな話ばかりで」

　いいよ、とも言えないので黙ってホットグラスに口をつける。少しぬるくなったゆずはちみつティーは甘みが強くなっていた。

「沙莉、やっぱりショートが似合うよな」

　いきなりの話題転換に呆気に取られつつも「ありがとう」と返す。

「同じ顔でも、愛理は沙莉ほど似合わない気がする」

　別人なのにどうして一括りにするのか。悪気なく比較されてもやっとした。

　顔を合わせれば愚痴ばかりを吐かれてうんざりしているのもあるが、豪への想いが完全になくなったから大目に見ていた部分を流せなくなっている。

　いまだ愛理からは返事が来ていないし、そろそろお開きにした方がよさそうだ。

「話を聞いていて思うのは、ふたりには圧倒的に話し合いが足りないということかな。喧嘩になるのが嫌なのかもしれないけど、ちゃんと向き合おうよ」

　諭すと、豪は分かりやすく項垂れる。

「それは分かっているんだけど」

「わかってい――」

「その辺にしておいたら？」

　冷ややかな声が豪への苦言を遮った。会話に突然割って入ってきた浅染さんを驚き見つめる。浅染さんは私と視線が絡み合うと、ゆっくりと逸らしてお酒を飲む。

　空耳だったのかと思うくらい淡々とした態度だ。

「えっと……知り合い？」

　か細く頼りない声になった豪に「うん」と頷き返す。

「そうなのか。知らずに、べらべらと喋って悪かったな」

「別に私の話ではないし、問題ないよ」

　自然と私たちは囁き声になる。

「愛理、家にいるはずだよ。行ってみたら？」

「……そうだな」

　たっぷりと時間を使ってから首を縦に動かした豪は、酔っているからか心もとない足取りで出ていった。

　肩にのしかかっていた重りが取れたかのようだ。どっと疲労感が押し寄せて深い息をつく。

「浅染さんありがとう。おかげで切り上げられた」

　声を掛けると不機嫌そうな表情で睨まれる。わけが分からない。

「えっ……と、なにか、怒ってる？」

　初めて目にする態度に困惑してしどろもどろになった。

「煮え切らないなと思ってね」

　豪と愛理のことだろうか。しかし、そこまでふたりを気にかけてくれているとは考えづらい。

　黙っていると浅染さんが立ち上がった。てっきり隣へ移動してくるのかと思いきや、目の前まで来て私の腕を強引に掴んだ。

「なに？」

　咄嗟に身体に力が入る。そんな私を無視して、浅染さんは椅子から引きずり下ろすように引っ張った。

「帰るよ」

　どうして、という言葉を放とうとしたが浅染さんの声に遮られる。

「マスター、ドリンク代置いておくから、おつりは次来た時に清算して」

　私と豪が話しやすいようにと奥に引っ込んでくれていたマスターが、ひょこっと顔を覗かせる。

「りょうかーい」

　軽い調子で返事をして、ひらひらと右手を振った。ゴム手袋をしているので仕込みの最中なのがうかがえる。

　ここ最近マスターには自由奔放に振る舞ってばかりで、迷惑をかけているのではないかと心配になる。

　状況を把握できないまま連行される形でバーをあとにした。外へ出たあとも腕を掴まれたままで、さすがに黙ってはいられない。

「腕、痛いよ」

　不機嫌さが滲み出ていてはらはらしたので遠慮がちに訴える。浅染さんは今気づいたとでもいうようにはっとした様子で手を離した。

「悪い。大丈夫だったか？」

　いつもの顔に戻ってくれたので胸を撫で下ろし、背後を指差した。

「大丈夫だけど、うち、反対方向」

　帰ると言われたけれど、歩みを進めている方角は浅染さんのマンションでうちとは真逆だ。

「知ってる。俺の家に向かっているから」

「ん？　私も行くの？」

「そうだよ」

　問題ある？　という声でも聞こえてきそうな表情と口調である。

「どうして？　バーだとダメだったの？」

「込み入った話ができない」

「話って？」

「それ今じゃないといけないか。帰ってからでいいだろう」

　勝手な行動をしているのはそっちなのに、私が責められているみたいだ。

　部屋に上がり込むのは彼女に悪い。それに十九時とはいえ日は暮れて夕闇に包まれている。

「浅染さんの家には、行きたくないな」

　いつもより低い声になった。ぴたりと足を止めた浅染さんは訝しい表情でいる。

　しばらく無言のまま見つめ合ったことでこちらの強い意志は伝わったようで、浅染さんが小さく息をつく。

「分かった。それならここで、少しだけ話をしていいか？」

　頷くと、怖いくらいの強い眼差しで見据えられた。

「まだ幼馴染が好きなのか？　いつになったら、気持ちにけりをつけるんだ？」

　想定していた内容からかけ離れていて、この人はなにを言っているのかと呆気に取られて黙ってしまった。

「もう好きな気持ちは残っていないって、嘘じゃないか」

　どうしてそう思ったのか。そもそもこうして責められる筋合いもないし、浅染さんが怒るのはおかしい。

　私を心配しているのだとしたら、この前も感じたが、ありがた迷惑なのだ。

「よりを戻して心に余裕があるからって、私に干渉しないでほしい」

　自分はもっと冷静な人間だと思っていたし、浅染さんと今後もうまくやっていきたいと考えていたから、感情的な台詞が喉を駆け上がってからはっとした。

　やってしまった。浅染さんがよりを戻していることを私が知っているのはおかしいのに。

「どういうこと？」

　ああ……そうなるよね。話がもっとややこしくなってしまった。豪への気持ちがないっていうのをまず理解してもらいたいのに。

「とにかく、私はもう豪を好きじゃない」

「だったら好きな人って誰？　平？」

　立て続けに見当違いな発言をされて、呆れかえって開いた口がふさがらない。

　平さんとの会話、聞かれていたんだ……。だとしたら、あのあとふたりはどんな話をしたのだろう。

「平が好きなら、どうしてあの時本人に嘘をついたんだ」

「あのね、勝手に話を進めないでくれるかな」

　大波がすーっと引いていくように荒れていた感情が凪いでいく。これ以上感情論を続けたらいつまでも話が終わらない。

　外気に触れた肌はだんだん熱を失っていき、身体の芯から冷えつつある。このままでは風邪を引きそうだ。

　不服そうにしている整った顔を見つめて、ゆっくりと息継ぎをした。

「豪に未練はないし、平さんに特別な感情を持ってもいない。浅染さんには相談にのってもらって感謝しているし、気にかけてもらえるのはありがたいって思っているよ。でも、私の気持ちを決めつけられるのは嫌だな」

　浅染さんはなにか言いたそうだったが、「悪かった」とだけ言って、それ以上は意見しようとしなかった。こういう、自分の感情を抑えてでも相手を尊重できるところを尊敬している。

「そっちはどうなの？　元カノとよりを戻したんだよね？」

　揉めたついでに聞いてしまおうと勢いに任せると、「は？」という聞いたことのない浅染さんの低い声に、反射的にびくっと肩が揺れた。

「よりなんて戻していない。やり直す気は一切ないし、二度と会いたくない」

「ん？」

　疑問符で頭の中が埋め尽くされてなにも言葉が出てこない。様々な情報が飛び交いすぎていて整理が追いつかないでいる。

「どうしてそんなふうに思った？」

　怒ったような声音は最初だけで今は落ち着いており、きちんと傾聴しようとする熱意が感じられた。こうされると、正直に話すしかできなくなる。

「……実は、バーで浅染さんが先に帰った日、マンションまで電子タバコを届けに行ったの。そうしたら」

　言葉を切って浅染さんに目配せをする。みなまで言わずとも続きは安易に想像できたようで、浅染さんは盛大な溜め息をこぼした。

「あれを見られていたのか。最悪だな。言っておくけど、本当になにもないから。いや、なにもないわけではないけど」

　明確な説明がほしくて、催促する眼差しを送った。浅染さんは視線を真正面から受け止めたあと、不意に私の手を握る。

　まるで花火が打ち上がっているかのように心臓の音が全身に鳴り響いた。

「寒い？　もう少し時間がほしいから、どこかに場所を移そう」

「浅染さんの家にお邪魔していい？」

　ひと気のないところで話したいけれど、私の体調を気遣っての提案だと分かるから、もう嫌な気持ちはなくなった。

「いいのか？」

「よりを戻したのなら彼女に悪いと思っただけで、そうじゃないなら、気にしなくていいから」

　浅染さんは私の手を握り直してしっかりと繋ぐと無言で歩き始めた。歩幅は合わせてくれているので無理なくゆっくり歩けるし、一週間の疲れは足にも来ているので助かる。

　この状況に緊張感を覚えてはいるが、大きな手のひらから伝わる体温は心地よく安心感があった。

　虫がいい話だけれど、浅染さんがよりを戻していないと聞いて恋情がぶり返している。この手を離したくないとわがままを言いたくなる。

　浅染さんの部屋へ上がるのはこれで二度目だが、前回来た時より明らかに散らかっていて、玄関からリビングまであらゆる場所に物が乱雑に置かれていた。

　私が前にお邪魔した際に相当掃除を頑張ってくれたのがうかがえる。

「汚くて悪い。基本的にいつもこんな感じなんだ」

「浅染さんって完璧な人だから、弱点があって安心するよ」

「日比谷さんにしか見せられない」

　それは肯定的に受け取っていいのだろうか。

「珈琲入れるから待ってて」

　手伝おうと一緒にキッチンへ入る。指輪が入った紙袋がどこにも見当たらず、思わず周囲を見回した。

「どうした？」

「えっと……」

「もしかして、指輪見た？」

　察しがいいわけではなく、浅染さんにとって注目すべき点だからの発言だろう。

「処分したからもうないよ。この通り乱雑にしているから、置きっぱなしにしてあるのを本気で忘れていたんだ。それくらい未練はない」

「捨てたの？」

　何十万とする物を売りもせず捨てたというのか。潔さに驚かされるし、存在そのものを忘れていたという良い意味でのだらしなさに開いた口がふさがらない。

「早く誤解を解きたいから、もう話してもいいか。日比谷さんが見かけたのは元カノだよ。友達の結婚式で顔を合わせて以来、やり直したいって言われていたんだ」

　私の返事を待たずに浅染さんは語り始めた。まだお湯を注いでいないドリップバッグからはすでに香りが漂っている。

「都度きっぱり断っていたけど、あの日はいきなり押しかけてきた」

「中に入ってもらったのはどうして？」

　せっかく説明してくれているのだから疑念は全部潰しておきたい。

「忘れ物があるっていうからさ。どこになにがあるか、俺は把握できていないから仕方なかった」

　今日の散らかり具合を目にしたら納得せざるを得ない。彼女の私物は勝手に破棄したらいけないし。

「その時に指輪を見つけて、『私と結婚しようとして、指輪まで買っていたくらいなのに、どうしてやり直せないの？』と詰め寄られて、残っていた情もさっぱりなくなった」

　思い出しながら語っている横顔は無表情で、声音に温度が感じられない。

「どうしてなくなったの？」

「鬱陶しくなった」

　ばつの悪い顔になったが、それはそうだろうという同感しかないので、そんな表情を作らなくていいのにと内心思う。

　お湯が沸騰したので、浅染さんはケトルからドリップバッグへ熱湯を注ぐ。

「絶対にやり直すつもりはないし、好きな人がいるって、納得して帰ってもらった」

　……好きな人って、誰。

　ドッドッと全力疾走したあとのように心臓が鼓動して、息継ぎがうまくできない。

「あの日の用事っていうのは仕事にかかわることで、電話の相手は俺のアシスタントだった」

「てっきり元カノかと」

　好きな人が誰なのか気になるけれど知るのも怖くて追及できず、流れのままに話を合わせることしかできない。

　元カノについては納得できたから、もういいのだけれど。

「どこまでもタイミングが悪かったんだな。彼女に呼び出されたから帰ったとかでは一切なくて、ミスのリカバリーをするために、取引相手と急遽会食に行こうとしていたんだ」

「そう説明してくれればよかったのに」

「自分のミスで招いた事態だから、カッコ悪くて言いたくなかった」

　仕事において完璧主義と周りから囁かれている彼らしい。

「うん、分かった。いろいろと勘違いして、そっけない態度取ってごめんね」

「やっぱり避けられていたのか。けっこうショックだった」

　そうは見えなかったので、まだまだ浅染さんについて理解しきれていないのだな、と胸の辺りが窮屈になる。

　ふたつのマグカップを手に持った浅染さんの背中に続いてソファへ移動する。

「なにか食べるか？　日比谷さんが好きそうな、バウムクーヘンならあるんだけど」

「食べたい」

　食い意地に勝てず即答すると、浅染さんはおかしそうに笑う。また穏やかな時間を一緒に過ごせるのが嬉しい。

　浅染さんがバウムクーヘンを切り分けてくれて、ようやくふたり腰を据えることができた。出してくれたのは、三カ月前に新商品を発売した有名なバウムクーヘン専門店のものだった。

「美味しい。新作食べたいと思っていたけど、いつも行列ができているし、なかなか買いに行けなかったんだよね」

「意外に面倒くさがりだよね」

「そうそう。意外でもなんでもなく、面倒なの」

　本音を吐露すると、柔らかい笑みで見つめられて胸が高鳴る。そんな優しい顔されると平常心でいられない。

「もしかしてホワイトデーのお返し？」

「そうだよ」

「購入数の制限とかなかった？」

「さあ。一個しか買ってないから分からない」

　ふたりの間に奇妙な沈黙が落ち、口の中にあるものを咀嚼する音すらも響く。

　たっぷりと時間を使って考え、ごくんと飲み込んでから口を開いた。

「バレンタイン、たくさん貰ったよね？」

　形容のできない妙な顔つきになった浅染さんは、ゆったりとした動きで首を捻った。

「たくさんというほどではないけど」

　だったら目の前にあるバウムクーヘンは私だけに用意されたものだ。

　急に顔が燃えるように熱くなる。

「えっと、フルーツ大福のお返しで、あってる？」

　動揺がもろに出てしどろもどろの話し方になった。

「日比谷さんチョコレートくれなかったから、フルーツ大福をそういう解釈で貰った」

　なにそれ、可愛い。

「……バレンタインのつもりだったよ」

　私の顔きっと真っ赤になっていると思う。恥ずかしくて目を合わせられず、マグカップを持って温かい珈琲を喉に流し込んだ。

「あのさ」

　声を掛けられて顔を横に動かすと、吸い込まれそうなほど綺麗な瞳にぶつかる。喉に唾を飲み込むのもはばかられるほど真剣さを帯びていて、背筋がぴんと伸びた。

「俺、日比谷さんが好きだ。日比谷さんは、俺のことどう思ってる？」

　衝撃的すぎて言葉にならない。頭の中では私も好きだと主張しているのに、金縛りにあったかのように唇が動かない。

　目だけ逸らさずにいると、浅染さんは弱弱しく笑って眉尻を下げた。

「困らせてるな」

　慌てて首を左右に振って、太腿の上で握り締めている両手に視線を落とした。

　両想いなのに、なにを言い渋ることがあるのか。ちゃんと言おう。

　顔を上げて身体ごと向き合うと、浅染さんに緊張が走ったのが見て取れた。無駄に不安にさせて申し訳ない。

「あのね、私、浅染さんが好きだよ」

　羞恥心が極限状態になって、誤魔化すためにへらっと笑う。すると覆い被さるようにして抱きしめられた。

　先ほどは手のひらから伝わる微熱だけだったが、今は包み込まれる高い体温に心まで温めてもらえている。

　遠慮がちに背中へ手を回すと、私を抱きしめる力が強くなった。言葉がなくても気持ちが伝わってきて、幸福感で満たされた胸が苦しいくらいだ。

　どちらの熱か鼓動か分からなくなるほど混じり合った頃、私の耳元で浅染さんは優しい口調で語りかけてきた。

「日比谷さんとは言いたいことを言い合えて、自分らしくいられる」

　そういう関係になれたのは別れ話に居合わせたからなので、運のよさに感謝したい。

「俺、日比谷さんの笑った顔が好きなんだ。いつも癒やされているし、仲よくなってわりとすぐ好きになっていた」

「え？　そうなの？」

　驚いて無意識に身体を離そうとしたら強引に引き戻された。逃がさないとでも言われているようで胸がきゅうっと締めつけられる。

「でも別れたばかりだし、軽い男と思われたくなくて、なるべく悟られないように気をつけていた。日比谷さんもまだ幼馴染を引きずっているし、時間をかけて仲を深めていこうとしていたのに……」

「のに？」

　続きが知りたくて促すと、盛大な溜め息が聞こえた。

「平が急にアプローチし始めるし、それだけで参っていたのに、幼馴染が日比谷さんを可愛いとか言って、かなり嫉妬した」

　不思議に思っていた言動が解明されて、すべての出来事がようやく繋がった。

　有り得ないほどに私たちってすれ違っていたんだ……。

「ありがとう。すごく嬉しい。私はね、浅染さんを尊敬しているんだ。その気持ちが変化していって、好きになってた」

　たくさんの想いを伝えてもらったので私も届けたいと頑張って言葉にしたのに、浅染さんは黙ったままだ。

　反応がないと、どんどん恥ずかしくなるからなにか喋ってほしい。

「ねえ、聞いてた？」

　意外と厚い胸板の中で顔を動かして見上げると、浅染さんは私と合わせた目を弓なりに細めて笑った。見たことがない甘くて柔らかな笑顔に心臓がドキドキと走る。

　目を見ていられなくて俯くと、私の腰に回っていた手が後頭部へ移動した。丁寧な所作で頭を撫でられて胸がきゅんとときめく。

　ずっと下を向いているわけにもいかずそろりと顔を上げると、形のいい唇がゆっくりと近づいてきた。
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　互いの想いを確かめ合うキスは、たった数秒触れていただけで身体の芯に雷が落ちたような余韻を残す。

　拍動が強くなり、普段どうやって呼吸をしていたか忘れてしまった。落ち着きをなくした私の頬に両手を添えて、浅染さんはまた唇を合わせる。

　角度を変えながら唇をついばまれ、熱に浮かされているかのように気づいたら甘美な口づけに夢中になっていた。

　どちらともなく離れてから、息が乱れているのを自覚して顔に熱が集まってくる。

「照れてる？　可愛い」

「余計に恥ずかしくなるからやめて」

　大好きな人に触れることができて、可愛いなんて言ってもらえて、幸せすぎて怖くなる。

「その顔、俺以外の男にするなよ。可愛くて、みんな沙莉を好きになる」

　ちょっと待ってほしい。浅染さんからの甘やかし攻撃にすでに完敗だ。しかも沙莉って、この雰囲気の中で呼ぶのはずるい。

「まだ時間ある？　お腹空いた」

　狼狽えているのは私だけらしい。浅染さんは余韻を感じさせないいつも通りの澄ました表情でお腹をさすっている。

「浅染さんって、マイペースなところあるよね」

「もう俺の彼女なんだから、久高って呼んでもらえる？」

　ほら、そういうところがマイペースなんだよ。呼んでほしいのは本音だろうけれど、弄って私の反応を楽しんでいる部分もあるはずだ。

　要望を伝えるだけ伝えると、浅染さんはソファから立ち上がって窓へ向かった。カーテンを閉めるうしろ姿をぼんやりと眺める。

　浅染さんが私の恋人か……。夢うつつのようで実感がまだ湧かない。

「雪だ。どうりで寒かったわけだ」

　手をぴたりと止めて窓の外を覗き込んだ背中に近づく。目を凝らすと、白い粒がふわふわと羽のように舞っていた。

「降り続けるのかな。それなら早めに帰らないと危ないよね」

「泊まっていけばいいよ」

　さらりと投下されたとんでもない発言に一瞬だけ思考停止したが、すぐに通常運転に戻ってバッグからスマートフォンを取り出す。

「明日は、愛理と温泉に行く約束しているの。ちょっと天気予報見てみる」

「妹さんか」

　残念がる様子もなく淡々と返事をするあたり、もしかして冗談だったのかもしれない。

　画面を開くと愛理からメッセージが届いていて、天気予報を確認するより先にそちらを確認する。

　豪と大喧嘩をしたが、ようやく本音を聞けたから安心したという内容だった。

　なるほど、そういうことだったのか。豪は私にはいろいろ曝け出していたわりに、愛理に対してはいい顔ばかりしていた。

　察しのいい愛理は、豪が不満を抱えながらも自分にばかり合わせようとする姿が嫌だったのだ。愛理に嫌われたくないばかりにそうなっていたのだろうけれど、相手の本心が分からないというのは不安になる。

　私と浅染さんはどうだろう。自然とぶつかりあえている気がするのだけれど……。

　よかったねと送り、続けて明日の予定をずらしてもいい旨を提案する。するとすぐに、明後日にしてもらえるとありがたいと、頭を下げている絵文字付きで返信があった。

「天気どうなってる？」

　いつの間にかキッチンへ移動していた浅染さんが、料理の準備をしながらカウンター越しに声を張る。

「ごめんまだ見てない。愛理との予定、明後日になった」

　浅染さんは動かしていた手を止めた。

「それなら明日の沙莉の時間、俺にもらえる？」

　胸がいっぱいになってうまく声が出せない。代わりにこくりと頷くと、さざ波のような微笑みが返ってきた。喜んでいるのが伝わってきて心が温かくなる。

　付き合うってこんなに平常心でいられないものだっただろうか。ぐるぐるとかき混ぜられているかのように感情が安定しない。

「私も手伝う。なに作るの？」

　キッチンへ入ろうとしたら浅染さんがリビングへ戻ってきた。

「沙莉との時間が減るから、作るのをやめる」

　愛らしい理由にむず痒くなる。両想いになった途端、会社でのクールな振る舞いとのギャップにドキドキする。

「でも食べないと」

「デリバリーにしよう。あと、ご飯の前に沙莉に触れたい」

　言うや否や私を抱きすくめた。猫が甘えるような仕草で鼻を首筋に擦りつけ、耳朶を甘噛みする。

「んっ」

　思わず漏れた吐息混じりの声のせいで余計に心臓が大きく鼓動を打つ。

「沙莉」となめらかな低い声で呼ばれて目を合わせると、浅染さんは表情を柔らかくする。

「好きだよ。もっといろんな沙莉を知りたい。俺だけに見せてほしい」

「うん、分かった……」

　浅染さんのまっすぐで素直な愛情表現に心も身体も溶けてしまいそうだ。

「本当に分かっているのか、じっくり確認させてもらう」

　いたずらに口の端だけで笑ったのを見て、背筋の辺りがぞくっと波立つ。

　きっとまた真っ赤になっているはずの顔を晒すのが恥ずかしくて、浅染さんの胸に埋めて隠した。すると浅染さんは、私のお尻辺りに腕を回してぐいっと持ち上げる。

「きゃっ」

「軽いな。大事にしないと」

　下から見上げられる体勢になってしまい、もう隠しようがない。私を見つめる慈愛に満ちた瞳とぶつかってはにかむと、浅染さんはとろけそうなほど甘い笑顔を浮かべた。

　全身に行き渡った充足感は満ちてもなお膨れ続け、苦しくなるほど優しく胸を締めつける。

　今晩は外で舞っている雪のように、きっと幸せが降り続けるだろう。
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　沙莉と交際を始めてもうすぐ一カ月経つのだが、いまだに社内では秘密にしている。沙莉が今はまだ知られたくないと主張しているので、このまま結婚するまで隠し通すことになるのかもしれない。

　元カノと別れたあとに婚約指輪を受け取りに行ったところを誰かに目撃されていたようで、俺に恋人がいる噂も立っている。それを沙莉にすり替えられるのも嫌だから、しばらく内緒にしておくのもいいかもしれないとは思う。

　ただ沙莉にちょっかいを出す男がいるし、可愛い彼女を自慢したい気持ちがあるし、俺としては周知の事実にしたいのが本音だ。

　幼馴染と妹さんの挙式披露宴は先週末に執り行われ、近々俺を紹介したいと沙莉の方から提案してくれた。

　大切な人たちに会わせようとする行為から、沙莉が俺を大事にしてくれているのがひしひしと伝わって胸が熱くなる。

　自分自身を独占欲のない人間だと思っていたから、沙莉への想いの強さに自分で驚いている。

　昼休憩に入って屋外喫煙所で電子タバコを吸っていると平がやってきた。ここはあまり清掃が入らないので汚いし、部署がある場所から距離があるので利用する人間はほとんどいない。

　ここで吸うくらいなら、飲食店や駅近くにある喫煙スペースへ行った方がいいと俺も思う。

　吸っているのを隠しているのであえてここに足を運ぶのだが、平も似たような理由だ。平と仲良くなったのもここで居合わせたのが始まりだった。

「お疲れ。昼飯は？」

　話しかけると、平は欠伸をしてから電子タバコを取り出す。

「これから」

「じゃあ一緒に、蕎麦食べにいこう」

　いつも利用している麺処があり、注文するとすぐに出てくるので時間がない時はそこと決めている。

「暑いし、今日はざる蕎麦にするかぁ」

　俺もそうしようと考えていたので、相変わらず好みが似ているなと内心苦笑する。だからきっと、俺と似たような理由で沙莉を好いているのだろう。

　四月に入ると気温は一気に上がり、肌に薄っすら汗が滲むような日もある。寒いと言って身体を震わせながら煙草を吸っていたのが随分前のことのようだ。

「なあ、平」

「んー？」

「俺、日比谷さんと付き合ってる」

　大騒ぎすると踏んでいたのに、平は落ち着いた表情で煙を空へふうーっと吐いた。

「報告が遅い。一カ月前からだろう」

　予想の斜め上の反応に驚いて、危うく煙草を取り落としそうになった。

「なんで知っているんだ？」

「サリーちゃんから聞いた」

「は？」

　俺は沙莉から、平に話したなんて聞いていない。

「俺たち、相当仲良しだと思われているらしい。『もう聞いていると思うけど、自分の口から伝えたかったから』ってさ」

　なるほど。平と情報を共有していると思っているから、わざわざ俺へ報告しなかったというわけか。

「悪かった。会社では内緒にしているんだ」

「浅染ファンに、やられるかもしれないからな」

　そこまでの配慮が必要とは考えていなかったので平の発言ではっとした。バレンタインに本命と思われるチョコは何個か貰っている。

　沙莉なりに、いろいろ考えているんだな。

「平って、沙莉のこと……」

　わざわざ聞く必要はなかったかもしれないと、口を開いてから後悔する。しかし平は淡々とした様子で目の前に広がるビル群を眺めている。

「俺がサリーちゃんを好きだから、ごめん、とでも言いたいのか？　アホか」

　平は沙莉の前では絶対に見せないけれどわりと口が悪い。だからこそ気を使わなくていいから楽だし俺も素を出せる。

「ふたりをくっつけるために、ひと肌脱いだだけ」

「え、ちょっと待ってくれ」

　理解はできても心の整理が追いつかない。

「どうしてくっつけようとした？」

「両片想いだったから」

「洞察力ありすぎじゃないか？」

　にわかに信じられないが、平が嘘をつく必要がない。それに事実なら、あのホワイトデーの前日、沙莉のことをいいなと思っている話をわざわざ俺が通る場所でしなかっただろう。

「まあ、サリーちゃんを気に入っているのは本当だし、仮に俺を選んでくれるなら、それはそれでラッキーじゃんって感じだった。女の子に追いかけられてばかりだから、自分からアクション起こすのけっこう楽しかった」

　どこまで本気か分からないけれど、平がなんでもないように言っているのだから、俺が深掘りするのは違う気がする。

「お幸せに。お似合いだよ、ふたり」

「ありがとう。蕎麦おごるよ」

「やっぱり天ぷら蕎麦と、お造りセットにしようかな」

「時間が足りるといいな」

　天ぷらはさすがに間に合うか微妙だ。平が急いで電子タバコを片付け始めたので、クックッと喉を鳴らして笑った。






　今日は沙莉と一緒に過ごす約束をしていたので、マンションの最寄り駅で落ち合って、ふたりで俺の部屋まで歩いて帰ってきた。

　ふたりで作った料理を食べながら、沙莉が「ちょっといいかな」と真剣な表情を作った。

「あのね、今日部長に正社員になりたいって話をしたの」

　沙莉が契約社員の立場を人一倍気にしているのは知っていたし、俺としても会社の雇用システムについて納得いっていない部分はあった。

「そしたら、今月から社員登用試験が始まったから、ちょうど私に話をしようとしていたところだったって」

「よかったな」

　思わず声が大きくなる。

　沙莉なら間違いなく受かるだろう。

「うん、頑張るね」

「応援してる」

「ありがとう。試験、楽しみ」

　沙莉の向上心があるところが好きだ。一緒にいていい刺激を貰えるし、俺ももっと上を目指そうと気持ちを上向きにしてもらえる。

「久高や、真野さんや、平さんがいつも私を褒めてくれるから、自信がついたんだよ。私も社員になる資格や能力があるはずだって、思わせてくれた」

　事実だからみんな口にするのだし、そこは堂々と胸を張ってもらいたい。謙虚なのはいいところだけれど、何事にも控えめすぎて、感情を押し殺していないかたまに心配になる。俺がそばで守ってあげたい。

　ちょうど平の話になったので、昼に話した内容を伝えると沙莉は目を丸くして驚いた。

「私にはそんなこと言わなかったよ……」

「ややこしいし、面倒だったんじゃないか」

「ええ、そんな」

　沙莉は眉間に皺を寄せて、小難しい顔でもぐもぐとご飯を食べている。小動物みたいで可愛い。

　初めてプライベートな会話をしたあの日から、沙莉には不思議と心を許せている。自分にとって特別な人だと強く感じているし、このままずっと彼女のそばにいたい。

「でもマスターも、私が久高のことを好きって気づいていたの。顔に出やすいのかな」

　不安そうに眉尻を下げている顔からは感情がだだ洩れしている。こういうのを見ていると構いたくなるし、俺がついていてあげないといけないとも思う。

「沙莉が好きだから協力してほしいって、マスターに頼んでいたから、必要以上に沙莉を観察していたんじゃないか」

「そんな恥ずかしいこと頼んでいたの？」

「恥ずかしいとは失礼だな」

　こっちは沙莉に振り向いてもらうために、必死だったっていうのに。結果、マスターにはいろいろ世話になった。

「私が、だよ」

　言葉通り沙莉は耳まで赤く染めている。色白なので余計に目立つし、表情がころころ変わるところも含めて分かりやすいのかもしれない。ただそれは俺に対してだけでもある。

「そんなに見られると、食べづらい」

　無意識だったので反射的に「ごめん」とこぼす。どれだけ見ていても飽きないんだよな。あー、抱きしめたくなってきた。

「沙莉」

「んー？」

　こちらに目もくれず、料理に夢中の姿もまた愛らしい。

「今日、一緒に風呂入ろう」

　初めての提案でどんな反応をするのか想像できなかったので、ほんの少しの変化も見逃さないようにと凝視した。

「それは無理だよ」

　言葉としては素っ気ないけれど、目を泳がせて明らかに動揺している様子からは嫌がっている感じはしない。

　きっといつか一緒に入ってくれる日は訪れるだろう。それまでの楽しみに取っておくか。

「じゃあ、今ちょっと抱きしめていいか？」

「へ？」と気抜けした声を出した沙莉を抱きすくめる。柔らかくていい香りがした。

　欲求が満たされるどころかもっと触れたいと心が渇望する。

「急にどうしたの？」

　諭すように俺の腕をぺしぺしと叩く沙莉が愛らしくもあり、余裕を持っているのが悔しくもなる。

　俺を尊敬しているらしいが、彼女が思っているほど大人ではないし、たまに沙莉の方がお姉さん風を吹かせる時だってある。

「あとで、覚悟しておいて」

　何度も身体を重ねていれば、この程度の台詞で容易に沙莉の羞恥心を煽ることができる。

「うん……。どうしたの？　嫌なことあった？」

　俺の腕に手を添えてこちらの様子をうかがうところも、優しさや思いやりを感じられて心が癒やされていく。

「ないよ。ありがとう」

「それならいいんだけど、無理しすぎないでね」

　会社では常に気を張り、なんでもそつなくこなしてしまう人間だと思われている俺にとって、弱音を曝け出して、ありのままでいられる沙莉のそばは息がしやすい。

「ありがとう」

「うん」

「愛してるよ」

　日常会話と同じテンポで愛を囁くと、面映ゆくなったらしい沙莉は閉じ込めた腕の中でおとなしくなった。触れ合った場所から伝わる熱が心地よくて眠たくなってくる。

　お腹もいっぱいだし、最高に幸せな時間だ。

「私も」

　言葉なくただ静かに抱き合っていると、沙莉がぽつりと呟いた。普段より硬い声音が心配になって顔を覗き込む。

「私も？」

　オウム返しするとまっすぐ見つめ返された。内面の強さが滲んだ綺麗な瞳にくぎ付けになる。

　俺の好きな沙莉の表情のひとつだ。いつもは柔らかい表情ばかりだけれど、仕事をしている時や勉強に集中している時など、カッコいいという言葉がぴったりな顔を見せる。

「私も、愛してるよ。いつもありがとう」

　へへへっと照れ隠しではにかんで、その笑顔に見惚れている俺の口にそっと唇を寄せた。

　沙莉らしい優しいキスだった。

　もう完敗だ。沙莉が愛おしくてたまらない。

　あとで覚悟しておいてとカッコつけたけれど、おそらく俺の方が沙莉の可愛さに翻弄されるのだろう。
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